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倒
産
法
に
お
け
る
三
者
間
相
殺
可
能
性
に
関
す
る
考
察

稻

垣

美
穂
子

一

は
じ
め
に

最
判
平
成
二
八
年
七
月
八
日
（
以
下
、
平
成
二
八
年
最
判
と
す
る
）
は
、
自
己
が
再
生
債
務
者
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
債
務
と
、
自

己
の
関
係
会
社
が
再
生
債
務
者
に
対
し
て
有
し
て
い
る
債
権
と
を
、
関
係
会
社
の
承
諾
を
停
止
条
件
に
相
殺
す
る
旨
の
合
意
を
平
時
に
行

い
、
再
生
債
務
者
が
民
事
再
生
手
続
開
始
決
定
を
受
け
た
後
に
関
係
会
社
が
相
殺
の
承
諾
し
た
、
倒
産
に
お
け
る
三
者
間
の
相
殺
の
可
否

が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
第
一
審
、
原
審
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
三
者
間
の
相
殺
も
、
再
生
手
続
開
始
時
点
に
お

い
て
再
生
債
務
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合
と
同
視
で
き
る
程
度
に
⽛
相
殺
の
合
理
的
期
待
⽜
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
、

再
生
債
権
者
間
の
公
平
、
平
等
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
相
殺
適
状
が
生
じ
た
時
点
が
債
権
届
出
期
間
満
了
前
で
あ
れ
ば
、
民
事
再
生

北研 53 (3・1) 163

倒産法における三者間相殺可能性に関する考察



法
（
以
降
、
民
再
法
）
九
二
条
に
よ
り
許
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
本
件
で
は
相
殺
の
合
理
的
期
待
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
平
成
二
八
年
最
判
は
、
民
再
法
九
二
条
一
項
に
よ
り
許
さ
れ
る
相
殺
は
、
再
生
債
権
者
が
再
生
債
務
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
債
権
債
務
の
相
互
性
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
相
互
性
を
欠
く
本
件
三
者
間
の
相
殺
は
、
民
再
法
九
二
条
一
項
に

よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
相
殺
に
該
当
し
な
い
と
し
た
。

平
成
二
八
年
最
判
が
第
一
審
、
控
訴
審
判
決
の
枠
組
み
、
つ
ま
り
三
者
間
の
相
殺
で
あ
っ
て
も
、
事
案
に
お
い
て
当
事
者
が
相
殺
に
対

す
る
合
理
的
期
待
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
と
の
観
点
か
ら
相
殺
の
有
効
性
を
検
討
せ
ず
、
債
権
債
務
の
相
互
性
を
要
求
す
る
民
再
法

九
二
条
一
項
の
文
言
に
よ
り
、
形
式
的
に
三
者
間
の
相
殺
を
否
定
し
た
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
学
説
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
従
前
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
相
殺
の
合
理
的
期
待
の
有
無
を
判
断
基
準
と
し
て
相
殺
の
可
否
を
判
断
す
る
枠
組
み
は
、
民
再
法
九
三
条

二
項
二
号
、
民
再
法
九
三
条
の
二
第
二
項
二
号
の
⽛
前
に
生
じ
た
原
因
⽜
の
該
当
性
判
断
お
よ
び
、
停
止
条
件
付
債
務
が
手
続
開
始
前
の

原
因
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
手
続
開
始
後
に
条
件
成
就
し
た
場
合
の
民
再
法
九
三
条
一
項
一
号
該
当
性
と
い
っ
た
特
殊
な
状
況
の
判
断
基

準
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
民
再
法
九
二
条
の
相
互
性
に
つ
い
て
は
相
殺
の
担
保
的
機
能
に
関
す
る
合
理
的
期
待
の
有
無
に
よ

り
調
整
す
る
余
地
は
な
い
と
し
、
最
判
は
こ
の
判
例
法
理
を
確
立
さ
せ
た
と
解
す
る
立
場
が
あ
る
（
⚑
）。
他
方
で
、
相
互
性
に
欠
け
形
式
的
に

は
条
文
に
合
致
し
な
く
と
も
、
本
判
決
は
必
ず
し
も
合
理
的
期
待
に
よ
る
相
殺
（
と
同
等
の
法
的
効
果
）
を
認
め
る
可
能
性
を
否
定
す
る

も
の
で
な
い
と
す
る
立
場
も
あ
る
（
⚒
）。

前
者
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
民
再
法
九
二
条
一
項
の
相
互
性
を
緩
和
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
立
場
に
よ
れ

ば
、
三
者
間
相
殺
を
倒
産
手
続
内
で
主
張
す
る
た
め
に
は
、
二
者
間
の
相
殺
に
法
律
関
係
を
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
（
⚓
）。
こ
れ
に
対
し
て
、

後
者
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
相
互
性
を
緩
和
し
、
正
面
か
ら
三
者
間
相
殺
の
効
力
を
認
め
る
余
地
が
出
て
く
る
。
尚
、
本
判
決
に
は
千
葉
裁

判
官
に
よ
る
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
興
味
深
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
補
足
意
見
内
で
は
被
上
告
人
代
理
人
か
ら
提
出
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さ
れ
た
意
見
書
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
、⽛
三
者
間
の
相
殺
に
つ
い
て
、
債
権
債
務
に
強
い
牽
連
性
が
あ
る
場
合
等
、
一
定
の
条
件
の
下
に

お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
や
立
法
例
も
見
ら
れ
…
関
係
当
事
者
間
に
お
け
る
債
権
債
務
の
差
引
清
算
の
合
意
の
効
力
と
し
て
は
確

か
に
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
題
は
、
再
生
債
務
者
に
破
綻
事
由
が
発
生
し
そ
の
財
産
が
全
債
権
者
の
引
き
当
て
に
な
る
事
態
が
生

じ
、
…
い
わ
ゆ
る
倒
産
状
態
に
な
り
、
債
務
者
に
と
っ
て
自
由
な
財
産
処
分
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
面
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
合

意
の
効
力
な
い
し
合
意
に
よ
る
処
理
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
⽜
で
あ
り
、
債
権
者
平
等
原
則
の
例
外
と
し
て
法
が
許
容
す
る
の
は
相
互
性

あ
る
債
権
債
務
の
場
合
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
相
殺
の
当
事
者
で
あ
る
三
者
を
実
質
的
に
二
者
と
評
価
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
⽛
相
互
性
⽜
要
件
を
実
質
化
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
、
興
味
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
倒
産
の
局
面
に
お
け
る
三
者
間
相
殺
の
可
否
に
つ
い
て
外
国
判
決
を
見
る
と
、
近
時
フ
ラ
ン
ス
で
三
者
間
の
相
殺
を
認
容

し
た
破
棄
院
判
決
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
判
決
の
事
案
と
判
旨
を
概
観
し
つ
つ
、
日
本
へ
い
か
な
る
示
唆
が

得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
手
続
（
倒
産
手
続
）
前
後
に
お
け
る
相
殺
の
規
律

⚑
．
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
け
る
相
殺
の
規
律
（
⚔
）

ま
ず
、
相
殺
及
び
倒
産
法
の
基
本
的
制
度
に
つ
い
て
解
説
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

既
に
多
く
の
論
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
相
殺
に
は
⽛
法
定
相
殺
（
com
pensation
légale）⽜⽛
約
定
相
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殺
（
com
pensation
conventionnelle）⽜⽛
裁
判
上
の
相
殺
（
com
pensation
judiciaire）⽜
の
三
種
の
相
殺
規
定
が
存
在
す
る
。

法
定
相
殺
と
は
、
二
債
務
が
相
互
性
（
réciproque)
（
⚕
）、
代
替
性
（
fongible)
（
⚖
）、
確
定
性
（
certaine)
（
⚗
）、
数
額
確
定
性
（
liquide)
（
⚘
)、
請
求

可
能
性
（
exigible）
（
⚙
）の
要
件
を
充
た
す
と
き
、
債
務
当
事
者
に
よ
る
相
殺
の
援
用
（
10
）に
よ
り
要
件
充
足
時
に
遡
及
し
て
対
等
額
で
債
権
が
消

滅
す
る
こ
と
を
い
う
（
民
法
典
新
一
三
四
七
条
、
一
三
四
七
─
一
条
）。
こ
れ
ら
は
法
定
相
殺
の
積
極
的
要
件
で
あ
り
、
法
定
相
殺
に
は
こ

の
ほ
か
に
消
極
的
要
件
と
し
て
、
相
殺
に
供
さ
れ
る
債
権
債
務
が
、
差
押
禁
止
債
権
、
寄
託
物
返
還
債
務
、
使
用
貸
借
目
的
物
返
還
債
務
、

所
有
者
か
ら
不
当
に
奪
取
さ
れ
た
物
の
返
還
債
務
で
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
民
法
典
新
一
三
四
七
─
二
条
）。
法
定
相
殺
の
要
件
を

充
た
す
前
に
、
第
三
者
が
差
押
え
、
債
権
譲
渡
、
弁
済
代
位
等
に
よ
り
権
利
を
取
得
し
た
と
き
は
、
相
殺
で
き
な
い
（
民
法
典
新
一
三
四

七
─
七
条
）。
法
定
相
殺
の
た
め
に
、
債
権
間
に
牽
連
性
あ
る
こ
と
は
要
件
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
債
権
間
に
牽
連
性
あ
る
時
は
、
差
押

え
後
、
債
権
譲
渡
後
、
弁
済
代
位
後
に
法
定
相
殺
の
要
件
を
備
え
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
（
11
）。

約
定
相
殺
と
は
、
法
定
相
殺
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
き
に
、
当
事
者
間
の
合
意
で
対
立
す
る
債
務
を
相
殺
す
る
こ
と
で
あ
る
（
民
法

典
新
一
三
四
八
─
二
条
)
（
12
）。
将
来
債
務
に
つ
い
て
も
相
殺
で
き
る
。
相
殺
の
効
力
が
生
じ
る
の
は
相
殺
の
合
意
時
で
あ
る
が
、
将
来
債
務

の
相
殺
に
つ
い
て
は
、
両
債
務
が
存
在
す
る
に
至
っ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
法
文
上
は
債
権
債
務
の
相
互
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、

三
者
間
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
対
立
し
な
い
債
権
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
13
）。

裁
判
上
の
相
殺
と
は
、
債
務
の
発
生
が
確
実
で
あ
り
債
務
が
代
替
性
を
有
す
る
と
き
、
数
額
確
定
性
、
請
求
可
能
性
を
欠
い
て
も
、
裁

判
官
が
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
相
殺
の
こ
と
を
い
う
（
民
法
典
新
一
三
四
八
条
)
（
14
）。
裁
判
上
の
相
殺
は
、
必
ず
裁
判
上
の
請
求
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
常
は
法
定
相
殺
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
債
権
に
つ
い
て
被
告
か
ら
の
反
訴
請
求
と
い
う
形
で
裁
判
官
に
よ
り
宣
言
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
裁
判
官
の
役
割
は
、
相
殺
を
可
能
と
す
る
た
め
債
権
の
性
質
を
補
完
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
15
）。
相
殺
の
反
訴
請
求

を
認
め
る
か
ど
う
か
は
事
実
審
裁
判
官
の
自
由
裁
量
で
あ
る
が
、
債
権
間
に
牽
連
性
あ
る
と
き
は
、
裁
判
官
は
数
額
確
定
性
、
請
求
可
能
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性
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
相
殺
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
（
民
法
典
新
一
三
四
八
─
一
条
）。
相
殺
の
効
力
は
、
別
に
定
め
が
な
い
限
り
、

裁
判
の
日
に
生
ず
る
（
民
法
典
新
一
三
四
八
条
）。

⚒
．
集
団
的
手
続
（
倒
産
）
前
後
に
お
け
る
相
殺
の
規
律
（
16
）

ま
た
、
集
団
的
手
続
の
前
後
の
期
間
に
お
い
て
、
相
殺
は
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。

①

集
団
的
手
続
開
始
前
の
相
殺
（
17
）

支
払
停
止
後
手
続
開
始
判
決
ま
で
の
間
の
債
務
者
（
第
三
者
）
の
一
定
の
行
為
を
無
効
と
す
る
疑
わ
し
き
期
間
無
効
（
nullité
de
la

période
suspecte）
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
疑
わ
し
き
期
間
無
効
と
は
、
日
本
で
言
え
ば
否
認
権
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
疑
わ
し
き
期
間
中
の
法
定
相
殺
は
、
支
払
停
止
後
意
図
的
に
相
殺
要
件
を
充
足
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
が
な
い
限
り
、
基
本
的
に

は
無
効
と
さ
れ
な
い
。
新
法
文
に
よ
れ
ば
援
用
を
要
件
と
す
る
も
の
の
、
要
件
を
満
た
せ
ば
相
殺
の
効
果
は
債
務
者
の
行
為
に
よ
ら
ず
当

然
に
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
疑
わ
し
き
期
間
中
の
裁
判
上
の
相
殺
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
相
殺
の
可
否
を

裁
判
所
が
決
す
る
た
め
、
会
社
の
利
益
を
無
視
す
る
詐
害
的
共
謀
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
約
定
相
殺
は
、
疑
わ
し
き
期
間

に
お
け
る
⽛
取
引
関
係
に
お
い
て
通
常
認
め
ら
れ
な
い
方
法
に
よ
る
弁
済
の
当
然
無
効
（
商
法
典
Ｌ
六
三
二
─
一
条
一
項
四
号
）⽜
の
対
象

と
な
る
。
し
か
し
、
相
殺
の
対
象
と
さ
れ
る
債
権
債
務
の
間
に
牽
連
性
が
あ
れ
ば
無
効
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
債
権
債
務
に
牽
連
性
あ
る

場
合
、
す
な
わ
ち
債
権
債
務
が
共
通
の
原
因
に
よ
り
生
じ
た
と
き
は
、
約
定
に
よ
る
相
殺
も
伝
統
的
に
適
法
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
後
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
牽
連
性
概
念
は
柔
軟
に
理
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
相
殺
は
無
効
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
穴
を
あ
け
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て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

②

集
団
的
手
続
開
始
後
の
相
殺
（
18
）

集
団
的
手
続
開
始
判
決
は
、
法
律
上
当
然
に
、
手
続
開
始
前
に
生
じ
て
い
た
す
べ
て
の
債
権
の
弁
済
を
禁
止
す
る
（
商
法
典
Ｌ
六
二

二
─
七
条
一
項
［
企
業
救
済
手
続
］、
Ｌ
六
三
一
─
一
四
条
［
裁
判
上
の
更
生
手
続
］、
Ｌ
六
四
一
─
三
条
［
裁
判
上
の
清
算
手
続
］）。
フ

ラ
ン
ス
で
は
相
殺
は
一
種
の
弁
済
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
（
19
）、
約
定
相
殺
は
も
ち
ろ
ん
、
手
続
開
始
時
に
法
定
相
殺
の
要
件
を
欠
く

場
合
（
20
）、
ま
た
手
続
開
始
後
の
裁
判
上
の
相
殺
は
禁
止
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
あ
る

場
合
に
は
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
（
商
法
典
Ｌ
六
二
二
─
七
条
一
項
、
Ｌ
六
三
一
─
一
四
条
、
Ｌ
六
四
一
─
三
条
)
（
21
）。
但
し
、
相
殺
に
供
す
る

債
権
は
債
権
届
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
も
相
殺
の
弁
済
と
し
て
の
性
格
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
（
22
）。

⚓
．
牽
連
性
（
connexité）
に
つ
い
て
（
23
）。

以
上
に
よ
れ
ば
、
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
あ
れ
ば
、
平
時
で
は
、
法
定
相
殺
の
要
件
を
備
え
る
前
に
、
相
殺
に
供
す
る
債
務
が
差
押
え
、

弁
済
代
位
、
債
権
譲
渡
（
24
）さ
れ
た
時
で
あ
っ
て
も
、
相
殺
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
裁
判
上
の
相
殺
で
は
、
債
権
債
務
間
に
牽

連
性
あ
る
と
き
、
裁
判
官
は
数
額
確
定
性
、
請
求
可
能
性
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
相
殺
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
更
に
倒
産
手
続
開
始

判
決
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
停
止
後
手
続
開
始
前
の
相
殺
に
つ
い
て
は
、
約
定
相
殺
が
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
規
律
の
適
用
を
免
れ
、

ま
た
手
続
開
始
後
の
相
殺
に
つ
い
て
は
弁
済
禁
止
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
牽
連
性
は
、
法
定
相
殺
の
要
件
に
置
き
換

え
ら
れ
る
⽛
ジ
ョ
ー
カ
ー
⽜
の
要
件
に
な
る
と
と
も
に
、
債
権
と
牽
連
性
を
有
す
る
債
務
を
債
権
の
担
保
と
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
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牽
連
性
が
相
殺
要
件
を
緩
和
し
、
あ
る
い
は
債
権
債
務
間
の
担
保
的
機
能
を
強
化
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
債
権
が
同
一
の
事
実
ま
た
は
行

為
に
由
来
し
て
い
る
か
ら
、
つ
ま
り
債
権
発
生
源
が
共
通
（
unitédesource）
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
債
権
債
務
間
に
緊
密
性

（
étroitesse）、
ま
た
は
相
互
依
存
関
係
（
interdependance）
が
生
じ
る
た
め
、
各
債
権
債
務
は
相
互
に
弁
済
に
充
て
ら
れ
同
時
に
消
滅

す
る
こ
と
が
公
平
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
契
約
当
初
か
ら
同
時
消
滅
が
予
定
さ
れ
、
各
当
事
者
も
同
時
消
滅
に
つ
い
て
予

測
可
能
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
（
25
）。
債
権
債
務
間
に
そ
の
よ
う
な
緊
密
性
な
い
し
相
互
依
存
関
係
が
生
じ
る
典
型
例
は
、

同
一
の
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
を
認
め
る
場
合
で
あ
る
（
26
）。

し
か
し
、
債
権
債
務
間
に
緊
密
性
、
相
互
依
存
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
発
生
源
の
同
一
性
は
よ
り
広
く
理
解
さ
れ
、
牽
連
性
の
認
定
は
同

一
の
契
約
か
ら
債
権
債
務
が
発
生
し
た
場
合
に
限
定
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
判
例
は
、
異
な
る
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
で
あ
っ
て

も
、
交
互
計
算
（
com
ptecourant）
の
約
定
に
よ
り
同
一
勘
定
に
帰
属
（
affectation）
す
る
に
至
っ
た
債
権
債
務
間
に
は
牽
連
性
を
認

め
る
（
27
）。

ま
た
、
同
一
当
事
者
間
の
基
本
的
取
引
関
係
に
関
す
る
約
定
（
枠
組
契
約
contratcadre）
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
こ
か
ら
発
生

し
た
債
権
債
務
間
で
は
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
（
28
）。

更
に
判
例
は
、
同
一
の
契
約
か
ら
発
生
し
た
の
で
も
、
交
互
計
算
や
枠
組
契
約
の
合
意
が
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
複
数
の
契

約
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
認
め
る
判
例
の
表
現
は
頻
繁
に
変
化
す
る
が
（
29
）、
例
え
ば
、⽛
取

引
関
係
の
展
開
枠
組
み
を
定
め
た
約
定
の
履
行
と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買
か
ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
（
30
）、
ま
た
は
一
体
と
し
て
の
契
約
集
合

体
が
取
引
関
係
に
関
す
る
一
般
的
枠
組
み
と
し
て
機
能
す
る
場
合
に
、
そ
の
要
素
を
構
成
す
る
約
定
の
履
行
と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買
か

ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
（
31
）（
entre
des
créances
etdettes
nées
de
ventes
etachats
conclus
en
exécution
d'une
convention

ayant
définientre
elles
le
cadre
du
développem
ent
de
leurs
relations
d'affaires,ou
constituant
les
élém
ents
d'un
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ensem
blecontractueluniqueservantdecadregénéralàcesrelations）⽜
に
は
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
（
32
）、⽛
継
続
的
履
行
を
予
定

す
る
一
体
契
約
（
contratunique
à
execution
successive）⼧
（
33
）、
あ
る
い
は
⽛
経
済
的
つ
な
が
り
あ
る
契
約
（
contratséconom
ique-

m
entliés)⼧
（
34
）

と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
債
権
債
務
が
同
一
契
約
か
ら
発
生
し
た
の
で
は
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
交
互
計
算
の
合
意
や
枠
組
契
約
を
締

結
し
た
場
合
、
更
に
こ
れ
ら
の
明
示
の
合
意
が
な
く
と
も
牽
連
性
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
牽
連
性
判
断
基
準
と
し
て
以
上
の
よ
う

な
複
数
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
背
後
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
異
な
る
複
数
契
約
が
後
の
取
引
展
開
を
見
据
え
た
包
括
的

経
済
取
引
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
包
括
的
一
体
的
経
済
取
引
実
現
の
た
め
複
数
契
約
を
締
結
し
た
、
と
い
う
点

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
複
数
契
約
か
ら
発
生
す
る
対
向
す
る
債
権
債
務
は
単
一
か
つ
同
一
の
発
生
源
か
ら
生
じ
て
い
る

と
評
価
可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
緊
密
性
、
相
互
依
存
関
係
が
認
め
ら
れ
、
牽
連
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
35
）。
従
っ
て
、

基
本
的
に
は
、
牽
連
性
は
法
律
の
規
定
か
ら
発
生
し
た
債
権
で
は
な
く
、
主
と
し
て
約
定
に
よ
り
生
じ
る
債
権
債
務
間
に
認
め
ら
れ
る
（
36
）。

但
し
、
牽
連
性
自
体
を
危
機
時
期
に
事
後
的
に
約
定
で
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
37
）。

牽
連
性
に
つ
い
て
の
以
上
の
議
論
は
、
あ
く
ま
で
相
殺
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
債
権
債
務
が
対
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
近
時
、
対
立
し
な
い
債
権
債
務
の
相
殺
を
許
容
し
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
な
次
の
破
毀
院
判
決
が
出
さ
れ
た
。
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三

三
者
間
相
殺
を
認
容
す
る
破
毀
院
判
決

⚑
．
判
決

（
ａ
）
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
五
年
五
月
九
日
判
決

【
事
案
の
概
要
】

一
九
九
一
年
一
月
一
日
、
Ｘ
は
Ｙ
、
Ａ
と
の
間
で
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
契
約
を
締
結
し
た
。
一
つ
は
Ｙ
が
Ｘ
に
対
し
合
鴨
の
子
を
引

き
渡
し
、
引
渡
し
を
受
け
た
Ｘ
が
合
鴨
の
子
を
肥
育
し
、
肥
育
後
Ｙ
の
関
連
会
社
で
あ
る
Ａ
に
引
き
渡
す
こ
と
を
約
束
す
る
Ｙ
と
の
間
の

契
約
、
も
う
一
つ
は
、
肥
育
後
の
合
鴨
を
保
証
価
格
で
Ａ
が
買
い
取
る
こ
と
を
約
す
る
Ａ
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
。

Ａ
が
Ｘ
に
対
し
て
負
担
す
る
合
鴨
の
子
の
代
金
債
務
の
弁
済
期
は
一
九
九
一
年
一
一
月
二
〇
日
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
九
月
二
七

日
、
Ａ
に
裁
判
上
の
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｙ
が
Ｘ
に
対
し
合
鴨
の
子
の
代
金
請
求
し
た
の
に
対
し
、
Ｘ
は
、
Ｘ
が
Ａ
に
対
し
て
有

す
る
肥
育
後
の
合
鴨
代
金
債
権
と
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
負
担
す
る
合
鴨
の
子
代
金
債
務
を
対
等
額
で
相
殺
す
る
旨
裁
判
上
の
相
殺
を
主
張
し

た
が
、
一
審
で
は
相
殺
の
要
件
で
あ
る
債
権
債
務
の
相
互
性
及
び
債
権
債
務
間
の
牽
連
性
に
欠
け
る
と
し
て
Ｘ
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
Ｘ
は
控
訴
し
た
が
、
控
訴
審
係
属
後
の
一
九
九
二
年
五
月
一
三
日
、
Ａ
の
裁
判
上
の
更
生
手
続
が
Ｙ
に
拡
張
さ
れ
た
。
控
訴
審

は
債
権
債
務
間
に
は
相
互
性
も
牽
連
性
も
な
い
と
し
て
原
審
判
決
を
維
持
し
た
。
債
権
債
務
の
相
互
性
、
牽
連
性
の
存
在
を
主
張
し
て
Ｘ

が
破
毀
申
立
て
。

【
判
決
】

（
債
権
債
務
の
相
互
性
に
関
す
る
申
立
て
理
由
に
つ
い
て
）
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原
審
判
決
は
、
同
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
は
い
え
、
Ｙ
と
Ａ
が
法
律
上
別
人
格
を
有
し
、
固
有
の
事
業
を
行
っ
て
い
た
以
上
、
係
争

債
権
間
に
相
互
性
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
し
か
し
、）
一
九
九
二
年
五
月
一
三
日
判
決
に
よ
り
、
Ａ
、
Ｙ
は
前
者
か
ら
後
者
に
対
し
裁
判
上
の
更
生
手
続
が
拡
張
さ
れ
た
結
果
、

⽛
全
資
産
全
債
務
を
統
合
す
る
⽜
共
同
の
集
団
的
手
続
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
二
つ
の
異
な
る
会
社
の
外
観
が
あ
る
も
の
の
事
実
上

単
一
の
法
人
し
か
存
在
し
な
い
か
又
は
Ａ
と
Ｙ
の
財
産
が
混
同
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
控
訴
院
の
判
断
は
一
九
九
二
年
五

月
一
三
日
判
決
に
付
さ
れ
る
既
判
事
項
の
権
威
に
反
し
て
い
る
。

（
債
権
債
務
の
牽
連
性
に
関
す
る
申
立
て
理
由
に
つ
い
て
）

同
一
契
約
か
ら
生
ず
る
相
対
立
す
る
債
務
が
な
く
と
も
、
取
引
関
係
の
展
開
枠
組
み
を
定
め
た
約
定
の
履
行
と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買

か
ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
、
ま
た
は
一
体
と
し
て
の
契
約
集
合
体
が
取
引
関
係
に
関
す
る
一
般
的
枠
組
み
と
し
て
機
能
す
る
場
合
に
、
そ

の
要
素
を
構
成
す
る
約
定
の
履
行
と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買
か
ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
に
は
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。

原
審
判
決
は
、
一
九
九
一
年
一
月
一
日
に
締
結
さ
れ
た
二
つ
の
異
な
る
契
約
は
枠
組
契
約
の
締
結
を
欠
く
以
上
、
係
争
債
権
間
に
牽
連

性
は
な
い
と
し
た
。

（
し
か
し
、）
一
九
九
一
年
一
月
一
日
に
締
結
さ
れ
た
二
つ
の
供
給
契
約
に
よ
り
Ｘ
は
相
互
に
同
一
動
物
を
売
買
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

二
つ
の
契
約
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
契
約
は
当
事
者
の
取
引
関
係
に
関
す
る
一
般
的
枠
組
み
と
し
て
機
能
す
る
一
体
と
し
て
の

契
約
集
合
体
の
う
ち
の
二
つ
を
構
成
す
る
が
、
控
訴
院
は
そ
れ
ら
事
実
か
ら
法
的
帰
結
を
導
い
て
い
な
い
。

原
判
決
破
棄
、
T
oulouse
控
訴
院
へ
差
し
戻
し
。
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（
ｂ
）
破
毀
院
商
事
部
二
〇
一
四
年
九
月
二
三
日
判
決

【
事
案
の
概
要
】

二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
三
日
、Ｘ
は
Ａ
及
び
当
時
自
己
の
子
会
社
で
あ
っ
た
Ｂ
と
の
間
で
以
下
の
二
つ
の
契
約
を
締
結
し
た
。
第
一
に
、

Ｂ
の
株
式
を
Ａ
に
譲
渡
し
、
譲
渡
代
金
は
二
〇
〇
五
年
一
月
三
日
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
月
二
日
ま
で
の
五
年
間
の
分
割
払
い
と
す
る
Ｘ
Ａ

間
の
契
約
、
第
二
に
、
株
式
譲
渡
に
よ
り
Ａ
の
子
会
社
と
な
る
Ｂ
と
の
間
で
Ｂ
が
Ｘ
に
物
品
供
給
す
る
Ｂ
Ｘ
間
の
契
約
で
あ
る
。
第
一
の

株
式
譲
渡
契
約
は
第
二
の
物
品
供
給
契
約
の
締
結
が
停
止
条
件
と
な
っ
て
い
た
。
Ｘ
は
Ａ
か
ら
受
領
し
て
い
た
株
式
代
金
分
割
払
利
息
分

の
金
額
を
Ｂ
へ
の
代
金
債
務
に
上
乗
せ
し
て
支
払
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
の
Ｘ
に
対
す
る
代
金
債
権
は
Ｙ
に
譲
渡
（
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
）
さ
れ
て
い
た
が
、
Ａ
は
Ｘ
に
対
し
て
負
担
す
る
株
式
代
金

債
務
の
弁
済
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
Ｘ
は
Ｂ
に
対
す
る
代
金
債
務
の
Ｙ
へ
の
支
払
い
を
止
め
た
。
Ｙ
が
代
金
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
し
た

た
め
、
Ｘ
は
Ａ
に
対
す
る
債
権
と
対
等
額
で
の
相
殺
を
主
張
し
た
。

【
判
決
】

Ｘ
が
援
用
し
た
相
殺
の
抗
弁
を
排
除
す
る
た
め
、
原
審
判
決
は
、
二
者
間
に
相
互
性
を
欠
く
と
き
債
権
者
は
相
殺
で
き
な
い
と
述
べ
た

う
え
で
、
次
の
点
を
考
慮
し
た
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
Ｘ
は
Ｂ
の
権
利
を
保
有
す
る
Ｙ
に
、
自
己
が
Ａ
に
対
し
て
有
す
る
債
権
と
の
相

殺
を
対
抗
で
き
な
い
、
第
二
に
、
契
約
条
項
と
契
約
履
行
の
過
程
に
お
け
る
両
当
事
者
間
の
や
り
と
り
か
ら
す
れ
ば
、
株
式
譲
渡
と
供
給

契
約
は
本
来
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
当
事
者
が
経
済
的
関
連
性
を
持
た
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
て
も
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

各
会
社
は
Ｘ
に
対
し
連
帯
責
任
を
負
担
し
て
い
な
い
、
ま
た
、
相
互
に
独
立
し
て
存
在
し
う
る
当
該
契
約
間
に
真
の
不
可
分
性
は
存
在
し

な
い
、
さ
ら
に
Ｘ
は
当
時
自
己
の
子
会
社
で
あ
っ
た
Ｂ
か
ら
（
株
式
譲
渡
）
以
前
よ
り
す
で
に
（
製
品
を
）
購
入
し
て
お
り
、
従
っ
て
株

式
譲
渡
契
約
は
Ｘ
と
Ｂ
の
間
で
締
結
さ
れ
た
供
給
契
約
の
原
因
（
cause）
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
株
式
売
買
債
務
の
不
履
行
は
当
該
契
約
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の
原
因
を
奪
わ
な
い
。

（
し
か
し
、
控
訴
審
裁
判
所
は
）、
株
式
譲
渡
契
約
の
締
結
を
供
給
契
約
の
締
結
に
か
か
ら
せ
る
契
約
条
項
、
こ
れ
ら
二
つ
の
契
約
署
名

の
同
時
性
、
こ
れ
ら
契
約
を
経
済
的
に
結
び
付
け
て
い
る
様
々
な
契
約
条
項
、
特
に
Ｂ
か
ら
供
給
さ
れ
る
製
品
価
格
内
に
株
式
価
格
の
分

割
払
い
に
関
す
る
経
済
的
費
用
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
予
定
す
る
条
項
が
、
異
な
る
契
約
を
不
可
分
契
約
集
合
体
（
ensem
blecontrac-

tuelindivisible）
と
す
る
三
当
事
者
の
意
思
、
そ
し
て
包
括
的
約
定
相
殺
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
個
々
の
債
権
債
務
を

対
立
す
る
も
の
と
み
る
当
事
者
の
意
思
、の
双
方
を
特
徴
づ
け
る
性
質
を
有
し
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
決
定
さ
れ
て
お
り
、

控
訴
院
の
決
定
は
法
的
根
拠
を
欠
く
。

原
判
決
破
棄
、
Besançon
控
訴
院
へ
差
し
戻
し
。

⚒
．
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
判
決
の
評
価

（
ａ
）、（
ｂ
）共
に
対
立
し
な
い
、従
っ
て
一
見
相
互
性
を
欠
く
債
権
債
務
に
よ
る
相
殺
を
破
棄
院
が
認
容
し
た
判
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

（
ａ
）
の
事
案
で
は
Ａ
の
裁
判
上
の
更
生
手
続
が
Ｙ
に
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
判
決
で
は
、
相
互
性
を
補
っ
た
の
は
こ
の
集
団
的
手
続
に
お
け

る
⽛
手
続
の
拡
張
（
extension
deprocédure）⽜
制
度
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
他
方
で
（
ｂ
）
判
決
は
、
単
純
に
牽
連
性
が
相

互
性
を
補
っ
た
、
と
判
示
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

①
（
ａ
）
判
決
評
価
（
38
）

（
ａ
）
判
決
理
由
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
手
続
の
拡
張
（
39
）と
は
、
あ
る
債
務
者
に
対
し
て
開
始
さ
れ
て
い
た
集
団
的
手
続
を
、
債
務
者
と
資
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産
の
混
同
が
あ
る
か
、
ま
た
は
債
務
者
と
別
個
の
法
人
格
を
有
し
て
い
て
も
、
そ
の
法
人
格
は
偽
装
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
他
の
者
に

対
し
て
も
開
始
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
（
商
法
典
Ｌ
六
二
一
─
二
条
第
二
項
）。
こ
の
制
度
は
元
々
一
九
世
紀
以
降
、
あ
る
自

然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
開
始
さ
れ
て
い
た
集
団
的
手
続
を
資
産
の
混
同
、
法
人
格
の
偽
装
を
理
由
に
、
他
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
に

対
し
て
拡
張
し
て
い
た
判
例
法
理
を
二
〇
〇
五
年
七
月
二
五
日
法
七
条
で
立
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
文
は
簡
潔
で
あ
り
、
手
続
の

詳
細
は
な
お
従
前
の
判
例
法
理
に
依
拠
し
て
い
る
。
法
人
格
に
偽
装
あ
る
か
、
資
産
に
混
同
あ
る
と
き
に
、
手
続
の
拡
張
と
い
う
人
格
自

律
の
原
則
に
対
す
る
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
正
当
化
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
偽
装
法
人
格
あ
る
か
、
ま
た
は
資
産
混
同
あ
る
こ

と
が
そ
の
要
件
で
あ
る
。
偽
装
法
人
格
と
は
、
あ
る
法
人
格
が
他
の
人
格
の
活
動
を
隠
す
隠
れ
蓑
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
経
営
者
以
外
の
社
員
が
い
な
い
、
会
社
の
必
要
機
関
が
存
在
し
な
い
、
会
社
所
在
地
の
同
一
、
活
動
実
態
の
欠
缼
、
財
産
の
自
律

性
を
欠
く
、
等
の
徴
憑
を
総
合
的
に
判
断
し
て
偽
装
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
資
産
混
同
は
、
お
お
む
ね
次
の
二
つ
が
徴
憑
と
な
り
、

そ
の
内
一
つ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
資
産
混
同
が
認
定
さ
れ
う
る
。
一
つ
目
は
、
共
同
経
営
の
範
疇
を
超
え
て
複
数
の
主
体
の
資
産
、
負
債

が
密
接
に
絡
み
合
い
、
会
計
の
混
同
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
異
常
な
財
務
関
係
が
存
在
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
例
え
ば
異
な
る
複
数
法
人
の
資
産
が
同
一
法
人
に
よ
り
保
持
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
ま
た
フ
ロ
ー
に
着
目
し
対
価
な
く
多
数

の
資
産
譲
渡
を
す
る
こ
と
等
が
資
産
混
同
の
徴
憑
と
さ
れ
る
。
会
社
が
同
一
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
こ
と
の
み
で
は
手
続
の
拡
張
を
正

当
化
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

手
続
が
拡
張
さ
れ
れ
ば
、
手
続
が
拡
張
さ
れ
た
者
を
、
最
初
の
債
務
者
と
同
一
の
集
団
的
手
続
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
両
者

の
手
続
は
同
一
の
手
続
機
関
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
異
な
る
人
格
の
資
産
は
、
複
数
の
主
体
が
あ
た
か
も
単
一
の
資
産

を
備
え
た
単
一
の
主
体
を
構
成
す
る
が
ご
と
く
、
共
通
の
財
産
と
さ
れ
、
資
産
も
負
債
も
一
括
さ
れ
る
。

（
ａ
）
判
決
事
案
は
、
手
続
拡
張
原
因
が
偽
装
法
人
格
な
の
か
資
産
混
同
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
資
産
混
同
を
原
因
と
し
て
手
続
が
拡
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張
さ
れ
る
場
合
に
は
、
手
続
の
拡
張
は
、
手
続
拡
張
先
の
法
人
格
の
存
否
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
40
）。
従
っ
て
、
仮
に
資
産

混
同
が
手
続
開
始
原
因
だ
と
す
れ
ば
、
Ａ
に
対
し
て
開
始
さ
れ
た
集
団
的
手
続
が
Ｙ
に
拡
張
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
厳
密
に
い
え
ば

相
殺
の
相
互
性
を
充
た
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、（
ａ
）
判
決
は
結
論
と
し
て
集
団
的
手
続
開
始
後
対
立
し
な
い
債
権
債
務
で
の

相
殺
を
認
容
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
決
理
由
に
よ
れ
ば
、
手
続
の
拡
張
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
全
資
産
全
債
務
が
統
合
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

り
相
互
性
の
要
件
を
充
た
す
に
至
っ
た
こ
と
が
相
殺
認
容
の
理
由
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
41
）。
尚
、
集
団
的
手
続
内
で
相
殺
が
認
容
さ

れ
る
た
め
に
は
、
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
相
互
性
を
欠
く
場
合
で
あ
っ
て
も
牽
連
性
の
存
在
を
認
め
た
点

に
本
判
決
の
意
義
が
あ
る
。

②
（
ｂ
）
判
決
評
価
（
42
）

他
方
で
、（
ｂ
）
判
決
は
、
債
権
者
か
ら
の
支
払
請
求
に
対
し
、
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
に
よ
る
相
殺
を
主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。

本
事
例
は
倒
産
手
続
に
関
す
る
事
案
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ
Ａ
、
Ｂ
Ｘ
間
の
債
権
に
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
仮
に
三
当
事
者
の
誰

か
が
倒
産
手
続
に
入
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ｂ
）
判
決
は
、
①
株
式
譲
渡
契
約
の
締
結
を
供
給
契
約
の
締
結
に
か
か
ら
せ
る
契
約
条
項
、
②
こ
れ
ら
二
つ
の
契
約
署
名
の
同
時
性
、

③
こ
れ
ら
契
約
を
経
済
的
に
結
び
付
け
て
い
る
様
々
な
契
約
条
項
、
特
に
Ｂ
か
ら
供
給
さ
れ
る
製
品
価
格
内
に
株
式
価
格
の
分
割
払
い
の

利
息
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
定
め
た
条
項
と
い
っ
た
客
観
的
要
素
か
ら
、
当
事
者
が
約
定
に
よ
り
、
異
な
る
契
約
を
不
可
分
契
約
集
合
体

（
ensem
blecontractuelindivisible）
と
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
認
定
し
、
加
え
て
、
契
約
当
事
者
が
そ
の
契
約
集
合
体
に
含

ま
れ
る
債
権
債
務
を
包
括
的
に
相
殺
に
供
す
る
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
認
定
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
三
当
事
者
間
の
複
数
契
約
が
⽛
不
可
分
（
indivisibilité）⽜
ま
た
は
⽛
相
互
依
存
（
interdépendance）⽜
関
係
に
あ
る
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と
き
、
契
約
の
消
滅
、
履
行
の
段
階
で
、
本
来
別
個
の
契
約
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
相
互
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
る
判
例
学
説
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
が
（
43
）、（
ｂ
）
判
決
解
説
者
は
一
様
に
、（
ｂ
）
判
決
と
、
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
五
日
判
決
と
の
類
似
性
を

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
44
）。
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
五
日
判
決
は
、
三
当
事
者
間
で
締
結
さ
れ
た
二
つ
の
契
約
が
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
と

き
、
一
方
の
契
約
に
契
約
上
の
義
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
他
方
契
約
の
相
手
方
当
事
者
に
対
し
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
し
て
そ
の
義
務
不

履
行
を
主
張
で
き
る
、
と
い
う
形
で
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
拡
張
を
認
め
た
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ

く
三
当
事
者
間
で
締
結
さ
れ
た
二
つ
の
契
約
が
不
可
分
で
あ
り
不
可
分
契
約
集
合
体
を
構
成
す
る
と
き
は
、
自
己
の
債
権
回
収
ま
で
自
己

が
負
担
す
る
債
務
を
一
種
の
担
保
と
す
る
点
に
お
い
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
類
似
の
機
能
を
有
す
る
相
殺
に
つ
い
て
も
、
対
立
し
な
い

一
方
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
と
他
方
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
と
の
間
で
主
張
で
き
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
相

殺
の
要
件
で
あ
る
相
互
性
は
緩
和
さ
れ
る
と
す
べ
き
で
あ
り
、（
ｂ
）
判
決
の
相
互
性
を
欠
く
相
殺
は
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
五
日
判
決

か
ら
も
正
当
化
さ
れ
得
る
と
主
張
す
る
（
45
）。

ま
た
、（
ｂ
）
判
決
に
賛
成
す
る
論
者
は
、（
ｂ
）
判
決
を
牽
連
性
概
念
か
ら
の
正
当
化
を
試
み
る
。
牽
連
性
の
根
拠
は
債
権
債
務
の
発

生
源
の
同
一
性
で
あ
り
、
同
一
の
発
生
源
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
は
先
天
的
に
相
互
依
存
性
を
有
し
、
債
権
債
務
は
相
互
に
債
務
に
内

在
す
る
抗
弁（
exception
inhérentàladette）と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
最
初
か
ら
他
方
の
消
滅
に
充
当
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
殺
に
強
化
さ
れ
た
効
力
を
付
与
す
る
。
そ
し
て
債
権
債
務
間
の
牽
連
性
に
よ
り
強
化
さ
れ
る
相
殺
の
効
果
の
中
に
は
、
相
殺
に
供
さ
れ

る
債
務
が
差
押
え
ら
れ
る
か
譲
渡
さ
れ
た
後
も
、
法
定
相
殺
の
要
件
充
足
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
殺
を
可
能
と
す
る
効
果
が
あ
る
。

し
か
し
債
権
の
譲
渡
後
も
相
殺
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
殺
の
時
に
も
は
や
相
互
性
は
不
要
で
あ
り
、
債
権
債
務
間
の
牽
連
性
の
存
在

は
、
相
互
性
さ
え
補
う
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
ｂ
）
判
決
は
以
上
の
よ
う
な
分
析
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
判
決
内
で
牽
連
性
の

文
言
を
用
い
て
い
な
い
が
、
事
案
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
複
数
契
約
が
⽛（
不
可
分
）
契
約
集
合
体
⽜
を
構
成
す
る
こ
と
を
認
定
し
て
お
り
、
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実
質
的
に
債
権
債
務
間
の
牽
連
性
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
相
互
性
の
緩
和
を
認
め
て
い
る
（
46
）。

四

小
括

以
上
の
フ
ラ
ン
ス
法
を
、
倒
産
の
局
面
に
お
け
る
三
者
間
相
殺
の
観
点
か
ら
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

集
団
的
手
続
開
始
判
決
が
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
、
手
続
開
始
前
の
債
権
に
よ
る
相
殺
は
禁
止
さ
れ
る
が
、
相
殺
に
供
す
る
債
権
債
務

間
に
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
手
続
開
始
判
決
後
も
相
殺
が
可
能
で
あ
る
。
牽
連
性
と
は
、
債
権
債
務
が
発
生
源
を
同
一
に
し
て
い
る
た

め
緊
密
、
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
相
殺
要
件
の
一
部
を
補
い
、
ま
た
担
保
的
機
能
が
強
化
さ
れ
る
。
発
生
源
の
同

一
性
は
近
時
そ
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
、
同
一
契
約
か
ら
債
権
債
務
が
発
生
し
た
場
合
の
み
な
ら
ず
、
枠
組
契
約
が
締
結
さ
れ
る
か
そ
れ
と

同
視
さ
れ
る
場
合
と
い
っ
た
、
異
な
る
複
数
契
約
が
後
の
取
引
展
開
を
見
据
え
た
包
括
的
経
済
取
引
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
複
数
契
約
間

に
経
済
的
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
複
数
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
間
に
も
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

も
っ
と
も
、
法
定
相
殺
の
要
件
の
内
、
債
権
債
務
が
対
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
相
互
性
の
要
件
は
相
殺
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
要
件
で
あ
り
、
債
権
債
務
が
牽
連
性
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
債
権
債
務
の
相
互
性
を
当
然
補
う
も
の
で
は
な
い
と
理

解
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
集
団
的
手
続
開
始
後
に
相
互
性
を
欠
く
債
権
間
で
相
殺
を
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
一
つ
例
外
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
集
団
的
手
続
を
開
始
し
た
主
体
と
、
法
人
格
を
有
す
る
別

の
法
主
体
と
の
間
に
、
法
人
格
の
偽
装
、
ま
た
は
資
産
の
混
同
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
（
の
内
の
ど
ち
ら
か
）
を
開
始
原
因
と
す
る

集
団
的
手
続
の
拡
張
が
さ
れ
た
結
果
、
複
数
法
人
格
の
集
団
的
手
続
が
統
合
し
、
資
産
も
負
債
も
一
括
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
上
述
（
ａ
）

判
決
）。
集
団
的
手
続
の
拡
張
に
よ
り
手
続
が
拡
張
さ
れ
た
先
の
人
格
が
法
的
に
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
手
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続
に
よ
り
資
産
負
債
が
一
括
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
対
向
し
な
い
債
権
債
務
間
の
相
殺
を
認
め
る
。（
ａ
）
判
決
は
、
手
続
の
拡
張
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
法
独
自
の
制
度
を
媒
介
し
て
い
る
も
の
の
、
当
事
者
の
活
動
実
態
や
財
産
関
係
と
い
っ
た
当
事
者
間
の
関
係
性
に
着
目
し
、
相

殺
の
相
互
性
要
件
の
緩
和
を
図
る
も
の
と
理
解
さ
れ
得
る
。

加
え
て
、
近
時
、
集
団
的
手
続
に
関
す
る
判
断
で
は
な
い
が
、
相
殺
に
供
さ
れ
た
債
権
債
務
の
発
生
源
た
る
契
約
が
不
可
分
契
約
集
合

体
を
構
成
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
相
対
立
し
な
い
債
権
債
務
の
相
殺
を
認
め
た
破
毀
院
判
決
が
さ
れ
た
（
上
述
（
ｂ
）
判
決
）。
フ
ラ
ン
ス

で
は
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
学
説
で
賛
否
両
論
あ
る
。
判
決
に
賛
成
す
る
立
場
は
、
対
立
し
な
い
債
権
債
務
間
で
同
時
履
行
の
抗
弁
の
拡

張
を
認
め
た
破
毀
院
判
決
を
例
に
挙
げ
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
相
殺
と
の
機
能
の
類
似
性
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
こ
の
判
決
は
対
立

し
な
い
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
を
認
め
た
と
の
評
価
を
前
提
に
、
牽
連
性
あ
る
債
権
債
務
間
で
は
債
権
譲
渡
後
も
相
殺
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
牽
連
性
は
債
権
債
務
の
相
互
性
要
件
を
補
い
、
相
殺
時
の
債
権
債
務
の
対
立
は
重
視
さ
れ
な
い
と
述
べ
る
見
解
も
あ
る
。

理
由
付
け
は
異
な
る
も
の
の
、（
ｂ
）
判
決
に
賛
成
す
る
こ
れ
ら
の
見
解
は
い
ず
れ
も
、
相
殺
に
供
さ
れ
る
債
権
債
務
の
発
生
源
で
あ
る
複

数
契
約
の
相
互
依
存
関
係
（
こ
れ
は
、
不
可
分
・
緊
密
性
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
）
に
着
目
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
理
論
構
成
し
て
い
る
点

に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
（
ｂ
）
判
決
に
対
し
て
は
、
事
案
自
体
相
殺
に
供
さ
れ
た
債
権
債
務
の
緊
密
性
が
特
に
認
め
ら

れ
る
特
殊
な
事
案
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
く
、
破
毀
院
判
決
と
は
い
え
公
の
判
例
集
に
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
判
決
で
も
あ
り
、
判
決
の
射

程
や
先
例
的
意
味
が
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
計
り
か
ね
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
47
）。
ま
た
集
団
的
手
続
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
本
判
決
は

牽
連
性
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、（
ｂ
）
判
決
は
、
複
数
契
約
相
互
の
依
存
関
係

に
着
目
し
、
対
立
し
な
い
債
権
間
で
あ
っ
て
も
債
権
発
生
源
た
る
契
約
に
相
互
依
存
関
係
、
す
な
わ
ち
不
可
分
契
約
集
合
体
が
認
め
ら
れ

れ
ば
相
互
性
さ
え
補
う
可
能
性
を
認
め
た
点
、
更
に
、
三
者
間
の
相
殺
を
認
め
る
に
は
、
三
当
事
者
の
相
殺
合
意
の
み
な
ら
ず
契
約
間
の

相
互
依
存
関
係
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
点
に
お
い
て
（
48
）、
注
目
に
値
す
る
（
49
）。
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五

日
本
法
へ
の
示
唆

上
述
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
破
毀
院
判
例
か
ら
、
倒
産
手
続
内
で
相
互
性
を
欠
く
債
権
債
務
間
に
相
殺
を
認
め
る
方
向
性
は
二
つ
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
当
事
者
の
活
動
実
態
や
財
産
関
係
と
い
っ
た
当
事
者
の
関
係
性
に
着
目
し
、
三
当
事
者
の
う
ち
の
二
当
事
者
を
実
質
的
に

同
視
す
る
方
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
三
当
事
者
間
の
異
な
る
契
約
か
ら
発
生
し
た
対
立
し
な
い
債
権
債
務
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
債

権
発
生
源
た
る
当
該
複
数
契
約
が
包
括
的
経
済
取
引
の
中
に
取
り
込
ま
れ
経
済
的
一
体
性
を
有
し
、
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
複
数
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
間
に
も
や
は
り
同
様
に
相
互
依
存
関
係
が
存
す
る
点
に
着
目
し
、（
こ

の
よ
う
な
場
合
を
牽
連
性
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）
対
立
し
な
い
債
権
間
で
あ
っ
て
も
相
殺
を
認
め
る
方
法
で
あ
る
。

三
当
事
者
の
う
ち
二
当
事
者
を
実
質
的
に
同
視
す
る
こ
と
に
よ
り
相
殺
を
認
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
法
人
格
否
認
の
法
理

に
該
当
す
る
状
況
に
あ
れ
ば
、
形
式
的
に
は
三
者
間
の
相
殺
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
相
殺
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
判

平
成
二
八
年
七
月
八
日
の
千
葉
補
足
意
見
も
、
法
人
格
否
認
が
可
能
な
と
き
は
勿
論
、
厳
密
に
は
相
互
性
を
欠
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
三

当
事
者
の
う
ち
の
二
当
事
者
間
で
組
織
な
い
し
営
業
上
の
一
体
性
が
認
め
ら
れ
、
共
通
の
当
事
者
と
み
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
と
き

に
は
相
殺
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
我
が
国
で
も
、
こ
の
方
向
性
か
ら
三
者
間
相
殺
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
（
50
）。

他
方
で
、
債
権
発
生
源
た
る
複
数
契
約
の
緊
密
性
、
相
互
依
存
関
係
に
着
目
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
対
立
し
な
い
債
権
債
務
間
で

相
殺
を
認
め
る
方
法
で
あ
る
が
、
抽
象
的
に
は
認
め
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
51
）。
無
関
係
の
債
権
に
関
す
る
単
な
る
相
殺
合
意
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
契
約
間
に
先
天
的
な
緊
密
性
、
相
互
依
存
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
他
の
債
権
者
の
存
在
に
か
か

わ
ら
ず
そ
こ
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
は
相
互
に
充
当
さ
れ
得
る
と
す
る
こ
と
が
公
平
に
適
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
52
）。
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も
っ
と
も
、
相
殺
に
よ
る
予
測
不
能
な
財
産
喪
失
を
避
け
る
た
め
に
は
（
53
）、
複
数
契
約
間
に
緊
密
性
、
相
互
依
存
性
が
認
め
ら
れ
る
取
引

類
型
を
あ
る
程
度
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
（
54
）。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
異
な
り
複
数
契
約
間
の
緊
密
性
や
相
互
依

存
関
係
を
認
め
る
判
例
の
蓄
積
が
少
な
い
が
（
55
）、
学
説
上
は
類
似
の
問
題
が
複
合
契
約
（
取
引
）
と
し
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
参
考

と
な
る
（
56
）。

（
1
）
伊
藤
眞
⽛⽛
相
殺
の
合
理
的
期
待
⽜
は
A
m
uletum
（
護
符
）
た
り
う
る
か
―
最
二
小
判
平
成
二
八
年
七
月
八
日
の
意
義
―
⽜
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
八
四
号
五

頁
（
二
〇
一
六
年
）。
松
尾
博
憲
ほ
か
⽛《
新
春
座
談
会
》
三
者
間
相
殺
判
決
を
読
み
解
く
―
最
二
小
判
平
成
二
八
・
七
・
八
の
意
義
と
影
響
―
⽜
金
法
二

〇
五
七
号
一
八
頁
［
杉
本
発
言
］［
木
村
発
言
］（
二
〇
一
七
年
）
も
同
旨
と
思
わ
れ
る
。

（
⚒
）
山
本
和
彦
⽛
三
者
間
相
殺
の
再
生
手
続
に
お
け
る
効
力
―
最
二
小
判
平
二
八
・
七
・
八
を
手
掛
り
に
―
⽜
金
法
二
〇
五
三
号
六
頁
（
二
〇
一
六
年
）。

（
⚓
）
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
前
掲
注
（
⚑
）
松
尾
ほ
か
座
談
会
二
三
頁
以
下
。

（
⚔
）
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
と
し
て
、
FrançoisT
erré,Philippe
Sim
ler,Y
vesLequette,D
roitcivillesobligations,11eéd.,2013;Philippe
M
alinvaud,

D
om
inique
Fenouillet,M
ustapha
M
ekki,D
roitdesobligations,13eéd.,2014;Phillippe
M
alaurie,LaurentA
ynés,Philippe
Stoffel-M
unck,

D
roitdes
obligations,8eéd.,LGD
J,2016.

ま
た
、
日
本
語
文
献
と
し
て
、
青
木
浩
子
⽛
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
か
ら
み
た
倒
産
時
に
お
け
る
相
殺
の
担
保
的
機
能
の
限
界
（
⚑
)～
(⚔
）⽜
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五

二
〇
号
二
〇
頁
、
五
二
一
号
二
四
頁
、
五
二
二
号
四
九
頁
、
五
二
三
号
二
一
頁
（
一
九
九
三
年
）、
深
川
裕
佳
⽝
相
殺
の
担
保
的
機
能
⽞（
信
山
社
、
二
〇
〇

八
年
）、
同
⽝
多
数
当
事
者
間
相
殺
の
研
究
⽞（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）、
野
村
豊
弘
⽛
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
相
殺
と
金
融
取
引
⽜
金
融
法
務
研
究
会
⽝
相

殺
お
よ
び
相
殺
的
取
引
を
め
ぐ
る
金
融
法
務
上
の
現
代
的
課
題
第
二
章
⽞
九
頁
（
金
融
法
務
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）、
深
谷
格
⽝
相
殺
の
構
造
と
機
能
⽞（
成

文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
等
が
あ
る
。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
契
約
法
は
二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
改
正
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
よ
り
施
行
）。

（
⚕
）
相
互
性
と
は
、
債
務
が
二
当
事
者
間
で
対
立
す
る
形
で
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
⚖
）
代
替
性
と
は
、
債
務
が
不
特
定
物
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
⚗
）
確
定
性
と
は
、
債
権
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
将
来
の
不
確
実
な
突
発
的
事
態
に
服
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
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（
⚘
）
数
額
確
定
性
と
は
、
債
務
の
数
額
が
確
定
す
る
か
、
機
械
的
に
決
定
さ
れ
、
人
的
評
価
を
伴
わ
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
⚙
）
請
求
可
能
性
と
は
、
請
求
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
主
と
し
て
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
。

（
10
）
相
殺
に
関
す
る
旧
法
文
に
よ
れ
ば
、⽛
相
殺
は
両
債
務
者
が
知
ら
な
く
と
も
法
の
力
の
み
に
よ
り
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
⽜（
民
法
典
旧
一
二
九
〇
条
）
と

さ
れ
て
お
り
、法
定
相
殺
は
要
件
を
満
た
せ
ば
援
用
を
必
要
と
せ
ず
当
然
生
ず
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
し
か
し
他
方
で
こ
れ
と
矛
盾
す
る
法
文
も
存
在
し（
例

え
ば
、
旧
民
法
典
一
二
九
五
条
は
、
受
働
債
権
の
債
権
者
に
よ
る
債
権
譲
渡
を
債
務
者
が
単
純
に
承
諾
す
れ
ば
、
債
務
者
は
も
は
や
承
諾
前
に
譲
渡
人
に
対

抗
で
き
た
相
殺
を
譲
受
人
に
対
抗
で
き
な
い
旨
定
め
て
い
た
）、
ま
た
判
例
は
法
定
相
殺
要
件
充
足
後
の
当
事
者
に
よ
る
相
殺
権
の
放
棄
も
認
め
て
お
り
、
援

用
が
な
け
れ
ば
相
殺
の
効
果
を
み
と
め
て
い
な
か
っ
た
。
FrançoisT
erré,PhilippeSim
ler,Y
vesLequette,préc.,no1406.そ
こ
で
、
新
法
で
は
相
殺

に
当
事
者
の
援
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
（
民
法
典
新
一
三
四
七
条
）。

（
11
）
François
T
erré,Philippe
Sim
ler,Y
ves
Lequette,préc.,no1403.

（
12
）
約
定
相
殺
、
次
に
述
べ
る
裁
判
上
の
相
殺
は
、
二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
改
正
前
は
民
法
典
中
明
文
を
欠
い
て
い
た
。

（
13
）
FrançoisT
erré,Philippe
Sim
ler,Y
vesLequette,préc.,no1409.も
っ
と
も
、
Phillippe
M
alaurie,LaurentA
ynés,Philippe
Stoffel-M
unck

に
よ
れ
ば
、
三
者
間
相
殺
は
各
当
事
者
の
資
金
準
備
の
必
要
性
を
減
ら
し
、
保
証
効
果
を
拡
張
す
る
点
に
意
義
を
見
出
し
つ
つ
も
、
こ
の
場
合
は
も
は
や
相

殺
の
範
疇
で
は
な
く
、
会
計
（
com
pte）
理
論
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
PhillippeM
alaurie,LaurentA
ynés,PhilippeStoffel-M
unck,préc.,no1192.

な
お
、
こ
れ
ら
の
文
献
内
で
、
三
者
間
約
定
相
殺
を
認
め
る
場
合
に
、
そ
の
対
外
的
効
力
を
い
か
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
14
）
二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
民
法
典
改
正
前
は
、
裁
判
上
の
相
殺
は
、
民
事
訴
訟
法
典
七
〇
条
、
五
六
四
条
を
根
拠
に
認
め
ら
れ
る

と
解
さ
れ
て
い
た
。
民
事
訴
訟
法
典
七
〇
条
に
よ
れ
ば
、
被
告
に
よ
る
反
訴
請
求
ま
た
は
付
加
的
請
求
は
、
原
告
に
よ
る
原
申
立
て
と
十
分
な
関
連
性
（
lien

suffisant）
あ
る
と
き
に
の
み
認
め
ら
れ
る
が
、
相
殺
の
反
訴
請
求
に
つ
い
て
は
、
原
申
立
て
と
関
連
性
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
ま

た
、
民
事
訴
訟
法
典
五
六
四
条
に
よ
れ
ば
、
控
訴
審
で
新
た
な
請
求
を
追
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相
殺
の
請
求
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
す
る
。

（
15
）
も
っ
と
も
、
裁
判
官
が
補
完
可
能
な
の
は
数
額
確
定
性
と
請
求
可
能
性
の
要
件
に
と
ど
ま
り
、
確
定
性
、
代
替
性
、
相
互
性
に
つ
い
て
は
自
由
に
決
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
François
T
erré,Philippe
Sim
ler,Y
ves
Lequette,préc.,no1410.

（
16
）
M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,D
roitcom
m
ercialEntreprisesen
difficulté,7e
éd.,2006;Françoise
Pérochon,Entreprisesen
difficulté,

10e
éd.,2014;PhilippePétel,Procédurescollectives,8éd.,2014;A
ndréJacquem
ont,RégisV
abres,D
roitdesentreprisesen
difficulté,9éd.,

2015;Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,D
roit
des
entreprises
en
difficulté,10éd.,2016;Pierre-M
ichel
Le
Corre,D
roit
et
pratique
des

procedures
collectives,9éd.,2016.
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（
17
）
Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no1167.

（
18
）
M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no
366-373;François
T
erré,Philippe
Sim
ler,Y
ves
Lequette,préc.,no1403;Corinne
Saint-A
lary-

H
ouin,préc.,no718;Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,632.31.

（
19
）
日
本
で
は
倒
産
法
上
相
殺
は
別
除
権
と
し
て
理
解
さ
れ
、
相
殺
を
弁
済
（
の
一
種
）
と
は
評
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
が
相
殺
を
弁
済
と
理

解
す
る
の
は
、法
定
の
要
件
を
備
え
れ
ば
当
然
に
対
立
す
る
債
権
が
消
滅
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
相
殺
制
度
の
性
質
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
水
元
宏
典⽛
倒

産
法
に
お
け
る
相
殺
規
定
の
構
造
と
立
法
論
的
課
題
⽜
事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
三
六
号
一
一
頁
（
二
〇
一
二
年
）。

（
20
）
二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
債
権
法
改
正
以
前
は
、
少
な
く
と
も
法
文
上
は
、
法
定
相
殺
は
法
定
相
殺
の
た
め
の
要
件
を
充
足
す
れ

ば
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
集
団
的
手
続
開
始
判
決
前
に
法
定
相
殺
の
要
件
を
充
足
し
て
い
れ
ば
、
手
続
開
始
前
の
相
殺
に
該

当
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正
の
結
果
法
定
相
殺
に
当
事
者
の
援
用
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
法
定
相
殺
の
要
件
は
集
団
的
手
続
開
始
判
決

前
に
充
足
し
て
い
た
が
、
し
か
し
当
事
者
に
よ
る
援
用
が
手
続
開
始
後
と
な
っ
た
場
合
に
、
要
件
を
充
足
し
た
時
点
を
基
準
に
手
続
開
始
前
の
相
殺
と
み
る

べ
き
か
、
相
殺
の
援
用
が
さ
れ
た
時
点
を
基
準
に
手
続
開
始
後
の
相
殺
と
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
問
題
が
生
じ
得
る
。
Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,

no632.21.

（
21
）
相
殺
の
時
に
債
権
が
確
定
し
て
お
り
、
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
は
必
要
で
あ
る
（
破
毀
院
商
事
部
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日
）。
尚
、
手
続
開
始
後
に
取
得

し
た
債
権
と
手
続
開
始
前
に
負
担
し
た
債
務
と
が
牽
連
性
を
有
す
る
場
合
に
は
、
相
殺
で
き
る
。
Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.31.

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
八
五
年
に
倒
産
法
を
抜
本
的
に
改
正
し
た
際
、
牽
連
性
あ
る
債
権
債
務
間
の
相
殺
を
認
め
る
明
示
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
ま
た
一
九

八
五
年
法
は
企
業
更
生
を
原
則
的
方
針
に
据
え
た
た
め
、
手
続
開
始
後
の
牽
連
性
あ
る
債
権
債
務
間
の
相
殺
可
能
性
に
対
し
て
は
企
業
の
更
生
を
阻
害
す
る

と
し
て
学
説
の
大
部
分
が
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
従
前
の
破
毀
院
判
決
は
牽
連
性
あ
る
債
権
債
務
間
に
相
殺
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
一

九
八
五
年
法
自
体
が
三
七
条
四
項
で
限
定
的
な
場
面
で
は
牽
連
性
あ
る
債
権
債
務
に
関
す
る
相
殺
を
認
め
て
い
た
（
法
文
の
字
面
は
、
継
続
中
の
契
約
に
つ

い
て
管
理
人
が
契
約
継
続
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
る
債
務
不
履
行
と
し
て
相
手
方
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
同
時
に
相
手
方
が
債
務
者

か
ら
過
剰
に
支
払
わ
れ
て
い
た
金
銭
の
返
還
債
務
を
負
っ
て
い
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
額
を
確
定
す
る
裁
判
が
終
わ
る
ま
で
相
手
方
は
当
該
金
銭
の
返
還
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
規
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
、
相
手
方
に
手
続
開
始
後
の
相
殺
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
と
読
ま
れ
て
い

た
。）。
そ
こ
で
一
九
九
四
年
六
月
一
〇
日
法
に
よ
り
一
九
八
五
年
法
三
三
条
一
項
が
改
正
さ
れ
、
手
続
開
始
前
債
権
に
対
す
る
手
続
開
始
後
の
弁
済
を
禁
じ

た
法
文
に
続
き
、
以
下
の
法
文
が
挿
入
さ
れ
た
⽛
そ
の
（
手
続
開
始
前
債
権
に
対
す
る
弁
済
）
禁
止
は
牽
連
性
あ
る
債
権
間
の
相
殺
に
よ
る
弁
済
を
妨
げ
な

い
⽜。
こ
の
扱
い
が
現
行
法
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no
367;Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no717;
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Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.41.

（
22
）
も
っ
と
も
、
相
殺
に
供
す
る
債
権
に
つ
き
債
権
届
出
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
失
権
す
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
債
権
で
相
殺
で
き
な
く

な
る
た
め
、
と
説
明
さ
れ
る
。

（
23
）
François
T
erré,Philippe
Sim
ler,Y
ves
Lequette,préc.,no1404;Phillippe
M
alaurie,LaurentA
ynés,Philippe
Stoffel-M
unck,préc.,no

1190;
Philippe
M
alinvaud,
D
om
inique
Fenouillet,
M
ustapha
M
ekki,
préc.,
no
869;
Frédéric
D
anos,
La
connexité
en
m
atière
de

com
pensation,D
.2015,p.1655;M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no368-372;Françoise
Pérochon,préc.,no605;Philippe
Pétel,préc.,no

176;A
ndré
Jacquem
ont,RégisV
abres,préc.,no385;Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no718;Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.41-632.

49
参
照
。

（
24
）
相
殺
権
者
は
、
債
権
譲
渡
前
に
法
定
相
殺
の
要
件
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
が
な
く
と
も
債
権
譲
渡
後
譲
受
人
に
対
し
譲
渡
人
に
対

す
る
債
権
と
の
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
債
権
譲
渡
前
に
相
殺
の
要
件
（
数
額
確
定
性
・
請
求
可
能
性
）
が
備
わ
っ
て
い
な
く
と
も
、
債
権
債

務
間
に
牽
連
性
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
債
権
債
務
は
最
初
か
ら
一
方
は
他
方
の
た
め
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
譲
渡
後
で
あ
っ
て
も
譲
受
人
に
対

し
譲
渡
人
に
対
す
る
債
権
と
の
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
但
し
、
民
法
典
新
一
三
四
七
─
五
条
の
場
合
（
異
議
を
留
め
ず
譲
渡
の
承
諾
を
し
た
場
合
）
を
除
く
。

Phillippe
M
alaurie,LaurentA
ynés,Philippe
Stoffel-M
unck,préc.,no1418.

（
25
）
Frédéric
D
anos,préc.,p.1657;François
T
erré,Philippe
Sim
ler,Y
ves
Lequette,préc.,no1404;Phillippe
M
alaurie,Laurent
A
ynés,

Philippe
Stoffel-M
unck,préc.,no1190
参
照
。

（
26
）
良
く
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
代
金
債
権
と
、
履
行
遅
滞
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
債
権
と
相
殺
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
他

に
も
、
保
険
会
社
が
被
保
険
者
に
対
し
て
有
す
る
保
険
料
支
払
請
求
権
と
保
険
事
故
発
生
に
よ
る
保
険
金
支
払
債
務
（
破
毀
院
商
事
部
一
九
六
八
年
一
月
一

五
日
）、
製
品
の
独
占
販
売
契
約
に
基
づ
く
代
金
債
権
と
、
独
占
販
売
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
債
務
（
破
棄
院
商
事
部
一
九
八
九
年
一
二
月
一
九
日
）、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
て
有
す
る
契
約
上
の
請
求
権
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
に
対
し
負
担
す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
債
務
（
二
〇
〇
三
年
七
月
八
日
）、
敷
金
返
還
債
務
と
賃
料
債
権
（
破
棄
院

商
事
部
二
〇
〇
五
年
一
月
一
八
日
）
等
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
破
毀
院
は
、
相
殺
に
供
す
る
債
権
債
務
の
性
質
が
異
な
れ
ば
両
債
権
の
間
に
牽
連
性
を
認
め
な
い
。
例
え
ば
、
不
法
行
為
債
権
と
契
約
上

の
債
務
と
の
間
に
は
牽
連
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
（
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
六
年
五
月
一
四
日
）。

（
27
）
Françoise
Pérochon,préc.,no605.
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交
互
計
算
と
は
、
二
当
事
者
が
、
継
続
的
な
事
業
か
ら
生
じ
る
対
向
的
な
債
権
を
残
額
債
権
に
更
改
的
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
清
算
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
交
互
計
算
の
典
型
例
は
当
座
預
金
契
約
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
般
の
商
取
引
に
お
い
て
も
決
済
方
法
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
青
木
・
前
掲
注
（
⚔
）
論
文
（
⚒
）
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
二
一
号
三
三
─
三
四
頁
、（
⚓
）
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
二
二
号
四
九
頁
。

当
事
者
間
に
交
互
計
算
の
約
定
が
あ
る
場
合
、
複
数
の
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
間
に
牽
連
性
を
認
め
た
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
依

頼
者
か
ら
二
か
所
の
店
舗
改
装
（
従
っ
て
契
約
は
二
本
あ
る
）
を
請
け
負
っ
た
業
者
に
つ
き
裁
判
上
の
清
算
手
続
が
開
始
し
た
が
、
業
者
は
依
頼
者
に
対
し

て
改
装
工
事
済
み
一
店
舗
分
の
代
金
債
権
を
有
し
、
依
頼
者
は
業
者
に
対
し
改
装
工
事
未
了
一
店
舗
の
不
履
行
に
起
因
す
る
債
権
を
有
し
て
い
た
場
合
に
、

両
契
約
を
交
互
計
算
に
組
み
込
む
旨
の
交
互
計
算
契
約
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
異
な
る
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
で
あ
っ
て
も
牽
連
性
が
認
め
ら
れ

る
（
破
棄
院
商
事
部
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
）。

代
位
取
得
し
た
他
人
の
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
に
供
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
働
債
権
の
債
務
者
と
の
間
に
交
互
計
算
の
約
定
が
あ
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
同
一
勘
定
に
帰
属
す
れ
ば
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
例
と
し
て
、
次
の
事
例
が
あ
る
。
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
会
社
が
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
契
約
を

締
結
し
た
相
手
方
当
事
者
の
取
引
先
か
ら
相
手
方
に
対
す
る
債
権
を
代
位
取
得
し
、
代
位
取
得
債
権
が
交
互
計
算
勘
定
に
帰
属
し
た
後
に
相
手
方
に
裁
判
上

の
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
当
該
交
互
計
算
勘
定
帰
属
に
よ
り
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
、
反
対
債
権
と
の
間
で
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た

（
破
毀
院
商
事
部
二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
）。

（
28
）
⽛
contratcadre⽜
あ
る
い
は
⽛
convention
cadre⽜
は
、
我
が
国
で
は
⽛
枠
契
約
⽜
あ
る
い
は
⽛
枠
組
契
約
⽜
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
⽛
枠
組

契
約
⽜
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
枠
組
契
約
に
つ
い
て
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、
中
田
裕
康
⽝
継
続
的
取
引
の
研
究
⽞
三
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）（⽛
枠
契
約
概

念
の
多
様
性
⽜
日
仏
二
二
号
一
三
一
頁
初
出
、⽛
枠
契
約
概
念
の
普
遍
性
⽜
円
谷
峻
ほ
か
編
・
好
美
清
光
先
生
古
稀
⽝
現
代
契
約
法
の
展
開
⽞
六
五
頁
［
経
済

法
令
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
］
初
出
）、
野
澤
正
充
⽝
民
法
学
と
消
費
者
法
学
の
軌
跡
⽞
一
七
三
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）（⽛
枠
組
契
約
と
適
用
契
約
─

⽛
契
約
の
集
団
⽜
論
の
新
た
な
展
開
⽜
日
仏
二
二
号
一
六
四
頁
初
出
）、
吉
井
啓
子
⽛
フ
ラ
ン
ス
の
複
合
契
約
論
の
展
開
⽜
椿
寿
夫
・
中
舎
寛
樹
編
⽝
多
角
的

法
律
関
係
の
研
究
⽞
九
五
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
枠
組
契
約
の
定
義
は
確
立
し
て
い
な
い
も
の
の
、
枠
組
契
約
と
は
一
般
に
、
主
と
し
て
商
取
引
に
お
い

て
契
約
当
事
者
の
基
本
的
取
引
関
係
を
規
律
す
る
合
意
の
こ
と
を
言
い
、
枠
組
契
約
の
内
容
は
、
後
の
締
結
が
予
定
さ
れ
る
適
用
契
約
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

と
共
に
、
枠
組
契
約
は
適
用
契
約
の
基
本
方
針
を
規
律
す
る
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
契
約
が
締
結
さ
れ
る
取
引
類
型
は
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
中
田
論
稿

に
よ
れ
ば
、
以
下
の
四
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
に
、
統
合
な
い
し
系
列
化
の
手
段
と
し
て
枠
組
契
約
が
用
い
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
、
代
表
的
分
野
は

北研 53 (3・23) 185

倒産法における三者間相殺可能性に関する考察



流
通
分
野
で
あ
り
、
特
約
店
契
約
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
）、
第
二
に
、
当
事
者
の
協
力
関
係
を
基
礎
づ
け
る
た
め
枠
組
契
約
が
用

い
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
、
技
術
協
力
の
合
意
、
国
際
取
引
領
域
に
お
け
る
合
意
等
）、
第
三
に
、
各
種
事
業
活
動
に
伴
う
諸
契
約
、
第
四
に
、
銀
行
取
引
（
例

え
ば
、
当
座
勘
定
取
引
、
ス
ワ
ッ
プ
取
引
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
、
ダ
イ
イ
法
に
よ
る
債
権
譲
渡
）
で
あ
る
。
中
田
・
前
掲
⽛
枠
契
約
概
念
の
多
様
性
⽜
p.三

六
─
三
七
。

尚
、
前
掲
中
田
論
稿
に
よ
れ
ば
、
交
互
計
算
の
約
定
も
枠
組
契
約
に
内
包
さ
れ
得
る
。
Françoise
Pérochon,préc.,no605
参
照
。

（
29
）
Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.45.

（
30
）
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
四
年
四
月
五
日
、
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
五
年
五
月
九
日
判
示
前
半
。
明
示
の
枠
組
契
約
が
存
在
し
、
枠
組
契
約
の
内
容
を
実
現

す
る
た
め
の
適
用
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
債
務
間
に
は
牽
連
性
を
認
め
る
旨
示
し
て
い
る
。
D
,1996,jur.322,note
Gregoire
Loiseau;RT
D
com
.,

1996,p.342,obs.A
rlette
M
artin-Serf;Françoise
Pérochon,préc.,no605
参
照
。

（
31
）
前
掲
注
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
四
年
四
月
五
日
、
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
五
年
五
月
九
日
判
示
後
半
。
明
示
の
枠
組
契
約
が
な
く
と
も
、
枠
組
契
約
が
あ

る
場
合
と
類
似
の
状
況
に
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者
の
意
図
に
よ
れ
ば
、
同
一
の
経
済
的
取
引
の
実
現
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
契
約

集
合
体
に
枠
組
み
に
も
似
た
機
能
を
持
た
せ
て
お
り
、
そ
の
履
行
と
し
て
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
間
に
は
牽
連
性
を
認
め
る
旨
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、

次
注
の
と
お
り
、
こ
の
基
準
を
初
め
て
用
い
牽
連
性
の
存
否
に
つ
き
判
断
し
た
破
毀
院
商
事
一
九
九
四
年
四
月
五
日
は
結
論
に
お
い
て
牽
連
性
を
否
定
し
た

た
め
、
学
説
で
は
当
初
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
も
明
示
の
枠
組
契
約
が
な
け
れ
ば
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
Gregoire
Loiseau,préc.;A
rlette
M
artin-Serf,préc.;Françoise
Pérochon,préc.,no605;M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no

370
参
照
。

（
32
）
一
九
八
五
年
法
施
行
以
降
、
倒
産
の
場
面
で
の
相
殺
可
能
性
に
つ
き
、
破
毀
院
が
異
な
る
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
権
間
の
牽
連
性
に
関
し
て
初
め
て
判
断

し
た
の
は
一
九
九
一
年
で
あ
る
。
豚
を
肥
育
後
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
相
手
方
か
ら
豚
肥
育
用
の
飼
料
を
購
入
し
て
お
り
、
豚
の
売
買
代
金
と
飼
料

の
売
買
代
金
と
の
間
の
相
殺
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
案
で
破
毀
院
は
、
両
債
権
は
複
数
契
約
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
契
約
間
に
は

つ
な
が
り
が
あ
る
と
し
て
牽
連
性
を
認
め
た
（
破
棄
院
商
事
部
一
九
九
一
年
三
月
一
九
日
）。
し
か
し
こ
の
破
毀
院
の
判
断
は
、
倒
産
法
に
関
す
る
方
針
が
一

九
八
五
年
法
以
降
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
以
前
と
同
様
に
牽
連
性
の
範
囲
を
寛
大
に
認
め
す
ぎ
る
と
の
学
説
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

肉
の
卸
業
を
営
む
業
者
間
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
同
種
、複
数
の
売
買
契
約
か
ら
発
生
し
た
代
金
債
権
間
に
つ
い
て
の
相
殺
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、

破
毀
院
一
九
九
四
年
四
月
五
日
は
前
掲
注
（
30
）、（
31
）
の
基
準
を
用
い
て
牽
連
性
を
否
定
し
た
。
も
っ
と
も
そ
の
後
、
後
に
詳
述
す
る
が
破
棄
院
商
事
部

一
九
九
五
年
五
月
九
日
は
、
一
九
九
四
年
四
月
五
日
判
決
と
同
様
の
基
準
を
用
い
な
が
ら
、
枠
組
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
例
で
牽
連
性
を
認
容
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し
た
。
A
rlette
M
artin-Serf,préc.参
照
。

（
33
）
破
棄
院
商
事
部
二
〇
〇
五
年
三
月
一
五
日
。
小
売
業
者
が
、
裁
判
上
の
更
生
簡
易
手
続
に
服
し
て
い
た
牛
乳
生
産
者
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
牛
乳
代
金
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
の
牛
乳
生
産
割
当
制
度
規
定
に
よ
れ
ば
割
当
超
過
生
産
の
場
合
に
最
終
的
に
生
産
者
が
負
担
す
べ
き
制
裁
金
相
当
額
を
控
除
し
た

場
合
に
、
牛
乳
代
金
と
制
裁
金
と
の
間
に
牽
連
性
を
認
め
た
。

（
34
）
破
棄
院
第
三
民
事
部
二
〇
〇
三
年
六
月
四
日
付
帯
上
告
に
対
す
る
判
断
。
相
殺
を
主
張
し
た
債
権
債
務
間
の
⽛
経
済
的
つ
な
が
り
⽜
に
つ
い
て
立
証
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
牽
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

（
35
）
Frédéric
D
anos,préc.,p.1656-1657;M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no368;Françoise
Pérochon,préc.,no605;A
ndré
Jacquem
ont,

Régis
V
abres,préc.,no385;Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no718;Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.45
参
照
。

（
36
）
牽
連
性
は
同
種
の
性
質
を
有
す
る
債
権
間
で
認
め
ら
れ
る
。
前
掲
注
（
26
）
参
照
。
例
え
ば
、
不
法
行
為
債
権
と
契
約
上
の
債
務
と
の
間
に
は
牽
連
性
は

認
め
ら
れ
ず
、
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
商
事
賃
貸
借
契
約
更
新
拒
絶
か
ら
生
じ
た
追
奪
補
償
金
と
契
約
解
除
後
に
生
じ
た
賃
料
相
当
額
損
害
金

（
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
で
な
い
）
と
の
間
に
ど
ち
ら
も
契
約
解
除
の
事
実
か
ら
生
じ
て
い
る
と
し
て
牽
連
性
を
認
め
た
例
が
あ
る
（
破
毀
院
民
事
部
二
〇
〇

一
年
五
月
九
日
）。
M
ichelJeantin,PaulLe
Cannu,préc.,no372;Françoise
Pérochon,préc.,no605-606;Frédéric
D
anos,préc.,p.1656-1657;

Corinne
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no718
参
照
。

（
37
）
銀
行
が
貸
付
の
際
に
、
既
に
開
設
さ
れ
て
い
た
借
主
の
銀
行
口
座
か
ら
貸
付
に
よ
り
生
じ
得
る
弁
済
期
の
到
来
し
た
一
切
の
債
権
を
当
然
天
引
き
で
き
る

約
定
を
設
け
、
借
主
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
が
開
始
し
た
後
銀
行
が
当
該
約
定
の
存
在
を
主
張
し
貸
付
債
権
と
預
金
返
還
債
務
と
の
間
の
牽
連
性
が
問
題
と

な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
破
毀
院
は
異
な
る
約
定
か
ら
生
じ
た
債
権
債
務
間
に
牽
連
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
（
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
七
年

一
二
月
九
日
）。
こ
の
判
決
は
、
危
機
時
期
に
事
後
的
に
牽
連
性
を
約
定
で
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
旨
判
示
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
François

T
erré,PhilippeSim
ler,Y
vesLequette,préc.,no1404;M
ichelJeantin,PaulLeCannu,préc.,no371;CorinneSaint-A
lary-H
ouin,préc.,no718.

尚
、
破
毀
院
は
右
判
決
と
同
日
に
、
同
銀
行
が
別
の
借
主
と
の
間
で
同
じ
約
定
を
締
結
し
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
異
な
る
約
定
か
ら
生
じ
た
債
権
債
務

間
に
牽
連
性
を
認
め
た
。
両
判
決
の
差
異
は
、
約
定
合
意
時
期
が
支
払
停
止
前
で
あ
り
、
か
つ
支
払
停
止
前
に
既
に
当
該
条
項
に
基
づ
き
天
引
き
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
に
依
拠
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
D
,1998,som
m
.325,obs.M
lle
A
drienne
H
onorat;JCP
E,1998,657,obs.M
ichelCabrillac.

（
38
）
本
判
決
を
解
説
す
る
も
の
と
し
て
、
既
に
紹
介
し
た
GregoireLoiseau,préc.;A
rletteM
artin-Serf,préc.以
外
に
、
JCP
G,1995,Ⅱ

.22448,rapp.

Jean-Pierre
Rém
ery;RT
D
civ.,1996,164,obs.JacquesM
estre
等
が
あ
る
。
尚
、
こ
の
判
例
は
二
〇
〇
五
年
七
月
二
五
日
法
に
よ
り
、
手
続
の
拡
張

が
明
文
化
さ
れ
る
以
前
の
判
決
で
あ
る
。
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（
39
）
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no444-462,Philippe
Pétel,préc.,no89-95.

（
40
）
Saint-A
lary-H
ouin,préc.,no456,Pierre-M
ichelLe
Corre,préc.,no632.11,D
,1996,jur.322,note
Gregoire
Loiseau.

（
41
）
Pierre-M
ichelLeCorre,préc.,no632.11.破
毀
院
商
事
部
二
〇
一
三
年
二
月
五
日
判
決
は
、
有
限
責
任
農
業
経
営
体
（
EA
RL）
と
そ
の
業
務
執
行
者

が
個
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
集
団
的
手
続
開
始
判
決
が
さ
れ
た
場
合
に
、
集
団
的
手
続
開
始
判
決
内
で
双
方
の

資
産
混
同
に
つ
い
て
否
定
す
る
判
断
が
さ
れ
た
結
果
個
別
に
集
団
的
手
続
開
始
判
決
が
さ
れ
れ
ば
、
両
者
の
資
産
混
同
の
不
存
在
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判

断
に
既
判
事
項
の
権
威
が
付
与
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
EA
RL
に
対
し
債
権
を
有
し
業
務
執
行
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
者
は
相
互
性
の
欠
缼
に

よ
り
当
該
債
権
債
務
で
相
殺
で
き
な
い
、
と
し
た
。
Florence
Reille,Confusion
des
patrim
oines,autorité
de
la
chose
jugée
etcom
pem
sation,

Gaz
Pal1er
m
ai2013
no121,p.5.

（
42
）
本
判
決
を
解
説
す
る
も
の
と
し
て
、
Sophie
Pellet,LED
C
nov.2014,no
11,p.3;M
athias
Latina,La
com
pensation
dans
les
ensem
bles

contractuels
indivisibles,RD
C
2015,p.36;Frédéric
D
anos,préc.が
あ
る
。

（
43
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
本
来
別
個
独
立
の
複
数
契
約
間
で
相
互
に
影
響
が
及
ぶ
関
係
を
承
認
す
る
議
論
は
、
我
が
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
第
三
者
与
信
型
消
費

者
信
用
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
立
法
が
契
機
と
な
り
、
以
降
そ
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
都
築
満
雄
⽝
複
合
取
引
の
法
的
構

造
⽞（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）、
特
に
一
九
三
頁
以
下
、
三
一
二
頁
以
下
。
ま
た
、
小
林
和
子
⽛
複
数
の
契
約
と
相
互
依
存
関
係
の
再
構
成
─
契
約
ア
プ
ロ
ー

チ
と
全
体
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
を
中
心
に
─
⽜
一
橋
法
学
八
巻
一
号
一
三
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

尚
、
M
athiasLatina
に
よ
れ
ば
、
判
例
は
契
約
相
互
の
関
係
性
検
討
の
際
に
⽛
不
可
分
（
indivisibilité）⽜、
ま
た
は
⽛
相
互
依
存
（
interdépendance）⽜

の
ど
ち
ら
か
の
文
言
を
用
い
る
が
、
前
者
は
民
法
典
旧
一
二
一
七
条
が
定
め
る
不
可
分
性
と
混
同
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
契
約
相
互
の
関
係
性
検
討
に

際
し
て
は
⽛
相
互
依
存
⽜
の
文
言
を
好
ん
で
用
い
る
傾
向
に
あ
る
と
す
る
。
M
athias
Latina,préc.,p.36.

（
44
）
Sophie
Pellet,préc.;M
athias
Latina,préc.p.37;Frédéric
D
anos,préc.,p.1660.

破
毀
院
商
事
部
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
五
日
判
決
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
訴
外
Ａ
は
商
人
Ｙ
と
の
間
で
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
提
供
契
約
を
締
結
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
稼
働
の
た
め
に
必
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
Ａ
が
Ｙ
に
対
し
調
達
す
る
も
の
の
、
契
約
上
は
リ
ー
ス
会
社
Ｘ
と
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス

契
約
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
Ｘ
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
Ｙ
に
対
し
賃
料
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
Ａ
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
せ
ず
Ａ

の
Ｙ
に
対
す
る
債
務
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
Ｘ
へ
の
賃
料
支
払
を
拒
ん
だ
。
シ
ス
テ
ム
提
供
契
約
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
契
約
と
の
間
に
は
不

可
分
性
（
indivisibilité）
が
な
く
他
人
の
契
約
上
の
債
務
不
履
行
を
対
抗
さ
れ
な
い
と
の
Ｘ
の
主
張
に
対
し
、
破
毀
院
は
、
上
述
の
事
実
関
係
や
Ｙ
が
顧
客

情
報
を
Ａ
に
提
供
す
る
見
返
り
と
し
て
Ｘ
へ
の
賃
料
が
減
額
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｙ
間
、
Ｘ
Ｙ
間
の
契
約
は
権
利
義
務
に
相
互
依
存
関
係
（
inter-
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dépendants）
を
も
た
ら
す
包
括
取
引
（
operation
globale）
を
構
成
す
る
と
し
て
、
Ｙ
に
よ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
主
張
を
認
め
た
。

（
45
）
Sophie
Pellet,préc.;M
athias
Latina,préc.p.37;Frédéric
D
anos,préc.,p.1660.

同
時
に
こ
れ
ら
論
者
は
、（
ｂ
）
判
決
が
、
不
可
分
契
約
集
合
体
の
不
可
分
性
判
断
を
、
契
約
を
不
可
分
と
す
る
契
約
当
事
者
の
意
思
、
す
な
わ
ち
主
観
的

観
点
か
ら
行
っ
た
点
に
着
目
す
る
。
も
っ
と
も
M
athiasLatina
は
（
ｂ
）
判
決
が
、
契
約
を
不
可
分
と
す
る
契
約
当
事
者
の
意
思
か
ら
不
可
分
契
約
集
合

体
を
認
定
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
殺
を
許
容
す
る
意
思
ま
で
導
い
た
点
に
つ
い
て
は
批
判
す
る
。

（
46
）
Frédéric
D
anos,préc.,p.1657-1659.

（
47
）
Clém
entFrançois,«
Présentation
desarticles1348
à
1348-2
de
la
nouvelle
sous-section
2
“Règlesparticulières”»,La
réform
edu
droit

des
contrats
présentée
par
l'IE
J
de
Paris
1,
https://iej.univ-paris1.fr/openaccess/reform
e-contrats/titre4/chap4/sect2/sect2-

com
pensation-regles-particulieres/

（
48
）
契
約
間
の
相
互
依
存
関
係
は
約
定
に
よ
り
作
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
三
者
間
相
殺
の
根
拠
と
な
る
べ
き
契
約
間
の
相
互
依
存
関
係
の
必
要
性
を
、

（
ｂ
）
判
決
内
で
は
⽛
異
な
る
契
約
を
不
可
分
契
約
集
合
体
と
す
る
三
当
事
者
の
意
思
⽜
と
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）
尚
、（
ａ
）（
ｂ
）
ど
ち
ら
の
事
案
も
、
相
殺
の
当
事
者
で
あ
る
三
者
の
内
二
者
は
関
連
会
社
で
あ
る
が
、
関
連
会
社
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
三
当
事
者
の

内
の
二
者
を
同
一
視
し
て
、
対
立
し
な
い
債
権
債
務
の
相
殺
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。

（
50
）
こ
の
方
向
性
を
肯
定
す
る
論
稿
と
し
て
、
山
本
貴
揚
⽛⽛
第
三
者
相
殺
⽜
の
効
力
に
つ
い
て
⽜
民
事
研
修
六
九
五
号
一
六
頁
以
下
（
二
〇
一
五
年
）。

（
51
）
債
権
の
牽
連
性
を
根
拠
に
三
者
間
相
殺
を
認
め
る
論
稿
と
し
て
、
深
川
・
前
掲
注
（
⚔
）⽝
多
数
当
事
者
間
相
殺
の
研
究
⽞。

（
52
）
複
数
契
約
及
び
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
債
権
債
務
の
緊
密
性
、
相
互
依
存
性
は
相
殺
の
合
理
的
期
待
の
枠
組
み
の
中
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
掲

注
（
⚒
）
参
照
。
尚
、
対
立
し
な
い
債
権
間
の
相
殺
と
い
っ
た
相
殺
の
機
能
強
化
は
、
そ
の
発
生
源
た
る
契
約
間
の
緊
密
性
や
相
互
依
存
関
係
故
に
公
平
の

観
点
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
公
示
を
必
要
と
せ
ず
対
外
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
53
）
対
立
し
な
い
債
権
債
務
の
相
殺
が
倒
産
会
社
の
財
産
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
Ａ
が
Ｂ
に
対
し
債
権
α
を

有
し
、
Ｂ
が
Ｃ
に
対
し
債
権
β
を
有
す
る
場
合
に
、
対
立
し
な
い
α
債
権
と
β
債
権
を
対
等
額
で
相
殺
す
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
Ａ
が
（
又
は
Ａ
と
Ｃ

が
関
連
会
社
の
場
合
に
は
Ｃ
も
）
相
殺
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
す
る
の
は
、
Ｂ
が
倒
産
す
る
時
で
あ
り
、
Ｂ
が
相
殺
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
す
る
の
は

Ｃ
が
倒
産
す
る
時
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
、倒
産
会
社
の
財
産
喪
失
の
危
険
が
あ
る
の
は
Ａ
ま
た
は
Ｃ
が
α
β
債
権
を
相
殺
す
る
場
合
で
あ
り
、

Ｂ
が
相
殺
す
る
場
合
に
は
、
Ｃ
と
同
時
に
Ａ
が
倒
産
し
な
い
限
り
、
倒
産
会
社
か
ら
の
財
産
喪
失
は
問
題
と
な
ら
な
い
（
こ
の
場
面
で
は
、
相
殺
は
、
Ｃ
倒

産
に
よ
る
債
権
回
収
不
能
リ
ス
ク
を
Ａ
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
）。
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
上
述
破
毀
院
判
決
は
、
い
ず
れ
も
中
間
者
で
あ
る
Ｂ
に
よ
る
相
殺
の
事
案
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、（
ａ
）
の
事
案
で
は
Ａ
も
Ｃ
も
倒
産

手
続
に
あ
っ
た
）。
平
成
二
八
年
最
判
は
Ｃ
に
よ
る
相
殺
の
事
案
で
あ
る
。

（
54
）
契
約
間
の
緊
密
性
、
相
互
依
存
性
を
理
由
に
三
者
間
相
殺
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
の
三
当
事
者
の
内
、
少
な
く
と
も
債
権
を
有
し
て
い
る
当
事
者

（
前
注
の
例
で
い
え
ば
Ａ
、
Ｂ
）
の
い
ず
れ
が
相
殺
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
公
平
に
反
し
な
い
と
評
価
可
能
な
取
引
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仮
に
Ｂ
が
倒
産
し
た
場
合
に
、
Ａ
が
Ｂ
の
他
の
債
権
者
に
先
立
ち
相
殺
に
よ
り
Ｃ
か
ら
優
先
的
に
債
権
を
回
収
し
た
と
し
て
も
Ｂ
の

他
の
債
権
者
と
の
関
係
で
不
当
で
な
く
、
か
つ
、
Ｃ
が
倒
産
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ｂ
が
相
殺
に
よ
り
そ
の
債
権
回
収
不
能
リ
ス
ク
を
Ａ
に
転
嫁
し
て
も

不
当
で
な
い
よ
う
な
取
引
で
あ
る
。
こ
の
要
請
を
良
く
充
た
す
取
引
形
態
の
一
つ
は
、当
事
者
間
で
原
材
料
に
付
加
価
値
を
付
け
売
却
す
る
約
定
が
あ
り（
我

が
国
で
は
、
原
材
料
納
入
者
に
は
、
購
入
者
に
会
社
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
を
除
き
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
動
産
売
買
先
取
特
権
が
別
除
権

と
し
て
認
め
ら
れ
る
）、
か
つ
原
材
料
供
給
者
と
価
値
付
加
後
の
製
品
購
入
者
と
が
関
連
会
社
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
（
ａ
）
判
決
の
よ
う
な
事
案
で
は

あ
る
ま
い
か
。

（
55
）
我
が
国
に
お
い
て
複
数
契
約
間
の
関
連
性
が
問
題
と
さ
れ
た
判
例
は
、
第
三
者
与
信
型
消
費
者
信
用
取
引
に
お
い
て
抗
弁
の
接
続
の
可
否
が
争
わ
れ
た
最

判
平
成
二
年
二
月
二
〇
日
、
同
じ
く
第
三
者
与
信
型
消
費
者
信
用
取
引
に
お
い
て
公
序
良
俗
違
反
に
よ
る
売
買
契
約
無
効
が
与
信
契
約
に
及
び
既
払
金
返
還

請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
か
争
わ
れ
た
最
判
平
成
二
三
年
一
〇
月
二
五
日
、
及
び
、
二
者
間
で
締
結
さ
れ
た
二
契
約
の
内
の
一
方
の
債
務
不
履
行
解
除
が
他
方

契
約
に
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た
最
判
平
成
八
年
一
一
月
一
二
日
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
者
間
に
お
け
る
複
数
契
約
の
緊
密
性
・
相
互
依
存
関
係
を
梃
子
に
相

殺
の
可
能
性
を
検
討
す
る
本
稿
と
の
関
係
で
近
似
性
を
有
す
る
の
は
平
成
二
年
判
決
、
平
成
二
三
年
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
判
決
は
、
売
買
契
約
と
立

替
払
契
約
と
の
間
に
経
済
的
、
実
質
的
に
密
接
関
連
性
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
た
も
の
の
、
両
契
約
は
別
個
の
契
約
で
あ
る
と
し
て
、
信
義
則
上
相
当

と
す
る
特
段
の
事
情
あ
る
場
合
を
除
き
契
約
相
互
の
影
響
関
係
を
認
め
な
か
っ
た
。
ま
た
特
に
平
成
二
年
判
決
は
、
割
賦
販
売
法
上
の
抗
弁
の
接
続
規
定
は

創
設
規
定
で
あ
る
旨
示
唆
し
て
、
他
の
取
引
類
型
へ
の
類
推
を
も
認
め
な
か
っ
た
。

で
は
、
第
三
者
与
信
型
消
費
者
信
用
取
引
に
お
い
て
、
抗
弁
の
接
続
規
定
が
明
文
で
認
め
ら
れ
、
そ
の
限
度
で
、
あ
る
契
約
が
別
の
他
の
契
約
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
面
で
、
三
者
間
相
殺
を
認
め
る
意
味
は
あ
る
か
。

第
三
者
与
信
型
消
費
者
信
用
取
引
で
三
者
間
相
殺
が
問
題
と
な
り
得
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
販
売
業
者
に
破
産
手
続
が
開
始

し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
破
産
手
続
開
始
時
に
販
売
業
者
の
債
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
未
履
行
、
か
つ
売
買
代
金
の
全
額
は
既
に
立
替
払
さ
れ
た
が
、
消
費

者
の
信
販
会
社
に
対
す
る
割
賦
金
の
支
払
い
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
販
売
会
社
破
産
前
に
信
販
会
社
が
売
買
代
金
を
全

額
立
替
払
し
て
い
れ
ば
、
売
買
代
金
債
務
は
全
て
履
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
規
律
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
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る
。
ま
た
、
抗
弁
の
接
続
は
、
売
買
契
約
上
の
権
利
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
理
解
す
れ
ば
、
破
産
手
続
終
了
に
よ
り
販
売
会
社
が
消
滅
す

れ
ば
、
消
費
者
が
信
販
会
社
に
対
し
主
張
す
べ
き
抗
弁
も
消
滅
す
る
。
従
っ
て
、
販
売
会
社
が
破
産
し
た
場
合
に
は
、
消
費
者
は
、
販
売
会
社
に
対
し
て
破

産
債
権
を
有
す
る
も
の
の
、
信
販
会
社
に
対
し
て
は
割
賦
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
雨
宮
眞
也
⽛
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
取
引
に
お
い
て
加
盟

店
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
場
合
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
消
費
者
に
対
す
る
法
律
上
の
責
任
⽜
ク
レ
ジ
ッ
ト
研
究
二
二
号
四
六
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
）（
但
し

論
者
は
、
消
費
者
が
信
販
会
社
へ
の
割
賦
金
支
払
を
怠
っ
た
場
合
に
販
売
店
が
信
販
会
社
に
対
し
立
替
金
の
返
還
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
分
け
て

検
討
し
、
上
述
返
還
義
務
が
あ
る
と
き
は
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
規
律
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
）、
福
永
有
利
⽛
個
品
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
取
引
と
販
売
業

者
の
倒
産
⽜
梶
村
太
市
ほ
か
編
⽝
全
訂
版
割
賦
販
売
法
⽞
一
四
五
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）（
但
し
論
者
は
、
販
売
会
社
消
滅
後
も
抗
弁
の
接
続

を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
）、
村
千
鶴
子
⽛
個
別
信
用
購
入
あ
っ
せ
ん
取
引
と
販
売
業
者
等
の
倒
産
⽜
梶
村
太
市
ほ
か
編
⽝
新
割
賦
販
売
法
⽞
一

四
四
頁
以
下（
青
林
書
院
、二
〇
一
二
年
）。
こ
の
こ
と
は
、販
売
業
者
倒
産
に
よ
る
債
権
回
収
不
能
リ
ス
ク
を
消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
理
で
い
け
ば
、
販
売
会
社
に
再
生
型
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、
倒
産
し
た
会
社
は
存
続
す
る
以
上
、
倒
産
会
社
に
対
す
る
抗
弁
を
信
販

会
社
に
対
し
て
接
続
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
販
売
業
者
倒
産
に
よ
る
債
権
回
収
不
能
リ
ス
ク
を
信
販
会
社
が
負
担
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

手
続
選
択
に
由
来
す
る
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
が
不
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、
販
売
会
社
に
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ

理
論
上
抗
弁
の
接
続
を
認
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
面
で
三
者
間
相
殺
を
認
め
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
ろ
う
。

（
56
）
近
時
刊
行
さ
れ
た
複
合
契
約
論
に
つ
い
て
概
観
す
る
論
稿
と
し
て
、
都
築
満
雄
⽛
複
合
契
約
論
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
⽜
椿
寿
夫
編
⽝
三
角
・
多
角
取
引
と

民
法
法
理
の
深
化
⽞
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
六
一
号
六
八
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
六
年
）、
岡
本
裕
樹
⽛
複
合
契
約
取
引
論
の
現
状
と
可
能
性
⽜
加
賀
山
茂
還
暦
⽝
市

民
法
の
新
た
な
挑
戦
⽞
五
二
三
頁
（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
等
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
複
合
契
約
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
の
取
引
が

含
ま
れ
て
お
り
、
相
殺
を
必
要
と
す
る
取
引
類
型
は
よ
り
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
平
成
二
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）⽛
民
事
紛
争
処
理
手
続
に
お
け
る
情
報
の
利
用
と
保
護
の
両
立
⽜（
課
題

番
号
一
七
Ｈ
〇
二
四
七
三
〇
一
・
研
究
代
表
者
：
町
村
泰
貴
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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L'examen de la possibilité de la compensation entre trois
parties dans les procédures collectives.

Mihoko INAGAKI

La cour suprême du Japon a jugé le 8 juillet 2016 qu'il est nécessaire,
au jeu de la compensation dans l'article 92 alinéa 1er de la loi du
redressement civil, que deux obligations soient reciproques. Ce
jugement soulève beaucoup de débats juridiques sur la possibilité de
cette compemsation, et si tel est le cas, sur la logique pour compenser les
créances entre trois parties dans les procédures collectives.
Or, en France, en principle, la réciprocité et la connexité sont les

conditions de la compensation après l'ouverture d'une procédure
collective. Mais, il existe deux jurisprudences qui affirment que la
réciprocité entre les créances n'est pas nécessaire (Cass. com., 9 mai 1995;
Cass. com., 23 septembre 2014). De plus, certains commentateurs
soutiennent que la réciprocité n'est pas obligatioire pour le jeu de la
compensation lorsque les créances sont issues de contrats connexes.
J'ai étudié la possibilité de la compensation entre des créances non

réciproques dans les procédures collectives au Japon en examinant
lesdites jurisprudences et la doctrine en France dans cet article.
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